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令
和
６
年
度
は
、
過
去
３
カ
年
に

わ
た
り
実
践
し
て
き
た
重
点
施
策
の

さ
ら
な
る
深
化
と
加
速
化
を
図
り
、

よ
り
広
く
よ
り
深
く
市
民
生
活
に
浸

透
さ
せ
る
と
と
も
に
、
先
送
り
で
き
な

い
諸
課
題
に
対
し
本
市
の
将
来
を
掛

け
剛
毅
果
断
に
挑
戦
す
る
「
幸
せ
と

暮
ら
し
を
守
る
た
め
未
来
に
挑
戦
す

る
予
算
」
と
し
て
、
次
の
５
つ
の
観
点

に
立
脚
し
た
重
点
戦
略
と
予
算
を
編

成
し
市
政
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一つ
目
は
、
子
育
て
を
支
え
る
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
、「
妊
娠
か
ら
子
育
て

ま
で
」
を
「
結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で
」

に
幅
を
広
げ
、
行
政
と
地
域
や
事
業

所
が一体
と
な
り
、
若
い
世
代
を
応
援

し
ま
す
。
朝
来
市
で
結
婚
し
子
育
て

を
す
る
時
は
「
一
人
じ
ゃ
な
い
か
ら
」

と
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
マ
イ
ン

ド
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。  

　
二
つ
目
は
、
教
育
の
環
境
を
支
え

る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、 

子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
・
学
習

環
境
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
生

き
る
力
の
育
成
を
目
指
し
「
確
か
な

学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
む
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。 

　

三
つ
目
は
、
自
分
ら
し
く
活
躍
で

き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
一
人
一

令
和
６
年
度
施
政
方
針

人
が
生
き
が
い
と
役
割
を
持
ち
「
い

く
つ
に
な
っ
て
も
住
み
な
れ
た
地
域
で

豊
か
に
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
市
民

の
皆
さ
ま
の
思
い
を
実
現
さ
せ
る
た

め
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
に
寄

り
添
っ
た
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

　

四
つ
目
の
、
ま
ち
の
稼
ぐ
力
を
強

化
で
は
、
市
内
経
済
の
牽け

ん
い
ん引
役
で
あ

る
市
内
事
業
者
の
稼
ぐ
力
を
強
化

し
、
市
内
経
済
の
持
続
的
発
展
を
図

る
た
め
、
設
備
投
資
や
雇
用
の
確
保
、

消
費
喚
起
を
促
す
と
と
も
に
、
観
光

事
業
の
推
進
に
よ
り
外
貨
獲
得
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
農
業
者
の
担
い
手

確
保
を
図
り
、
儲
け
る
農
業
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
五
つ
目
の
、
ま
ち
の
未
来
に
向
け

た
対
策
で
は
、
今
か
ら
数
十
年
後
の

朝
来
市
を
見
据
え
、
先
送
り
で
き
な

い
将
来
へ
の
課
題
に
対
す
る
施
策
を

具
現
化
し
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
高
校
生
議
会
の
提
言
を

取
り
入
れ
若
い
世
代
の
柔
軟
な
意
見

を
市
政
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
こ
の
、
５
つ
の
重
点
施
策
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
市
民
の
皆
さ
ま
が

朝
来
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感

で
き
る
「
人
と
人
が
つ
な
が
り 

幸

せ
が
循
環
す
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

2
1
7
億
5
千
万
円
で
、
前
年
度

当
初
予
算
額
1
9
5
億
円
と
比
較

し
て
、
22
億
5
千
万
円
、
11
・
5

㌫
の
大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
、
市
税

は
、
市
民
税
に
お
い
て
、
定
額
減

税
に
よ
る
減
収
や
、
景
気
は
ゆ
る
や

か
に
回
復
し
て
い
る
も
の
の
原
材
料

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
人
件
費
の
高

騰
に
よ
る
減
収
な
ど
を
見
込
ん
だ
結

果
、
市
税
全
体
で
は
、
前
年
度
よ

り
2
億
3
0
1
0
万
円
少
な
い

39
億
4
0
0
5
万
1 

千
円
と
し
て

い
ま
す
。 

　
地
方
交
付
税
は
、
地
方
財
政
計
画

で
は
1・7
㌫
の
増
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
普
通
交
付
税
は
、
市
税
な
ど
の

減
収
を
考
慮
し
て
、
前
年
度
と
比
較

し
て
5
千
万
円
増
の
64
億 

4
千
万

円
、
特
別
交
付
税
は
、
前
年
度
と
同

額
の
10
億
円
を
見
込
み
、
地
方
交
付

税
総
額
で
は
74
億
4
千
万
円
と
し
て

い
ま
す
。

　

市
債
は
、
庁
舎
整
備
事
業
債
お
よ

び
社
会
教
育
施
設
整
備
事
業
債
の
発

行
額
の
大
幅
な
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年

度
と
比
較
し
て
、
16
億
1
7
5
0
万

円
増
の
24
億
7
1
7
0
万
円 

を
予

算
措
置
し
て
い
ま
す
。

　令和６年度の予算案が、３月 28 日の第 17 回朝来市議会定例会で可決されました。
今年度の一般会計予算は 217 億 5,000 万円。特別会計・企業会計をあわせた予算
総額では、325 億 8,457万円です。
　市は、この予算をもとに、「第３次朝来市総合計画」で掲げる朝来市の将来像

「人と人がつながり幸せが循環するまち」の実現を目指し、各種施策に取り組んでいきます。
　今月の広報では、令和６年度の施政方針と、予算の主な内容についてお知らせします。

令和６年度 当初予算

予
算
概
要
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▼
創
生
推
進
人
財
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

７
１
１
万
円

　
高
校
生
を
含
む
地
域
の
多
様
な
人
と
人
が

つ
な
が
る
場
・
対
話
の
場
づ
く
り
を
創
出

し
、
主
体
性
や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
な
ど
を

育
み
、
市
民
一
人
一
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
実
現
に
つ
な
が
る
人
材
育
成
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

▼
部
活
動
指
導
員
配
置
促
進
事
業２

３
７
万
円

　
中
学
校
部
活
動
は
、
指
導
す
る
教
職
員
の

長
時
間
労
働
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
お

り
、
学
校
の
働
き
方
改
革
や
教
職
員
の
負
担

軽
減
の
観
点
か
ら
、
部
活
動
在
り
方
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、
部
活
動
地
域
移
行
の
実
現

に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

▼
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
員
配
置
事
業　

　
４
７
６
万
円

　

学
校
内
に
安
心
で
き
る
居
場
所
（
校
内
サ

ポ
ー
ト
ル
ー
ム
）
を
設
置
す
る
と
と
も
に
小
中

学
校
に
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
員
（
各
中
学

校
１
人
、
市
内
９
小
学
校
に
２
人
）
を
配
置

し
学
習
や
生
活
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
小
学
校
遠
距
離
通
学
支
援
事
業
事
業

　（
生
野
校
区
ス
ク
ー
ル
バ
ス
）
２
１
４
０
万
円

　
生
野
地
域
内
の
路
線
バ
ス
の
廃
止
に
伴

い
、
栃
原
方
面
、
奥
銀
谷
方
面
に
そ
れ
ぞ
れ

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
１
台
配
置
し
、
２
系
統
の

運
行
を
行
い
ま
す
。

ありたいまちの姿１

ありたいまちの姿 １
「やりたい」につながる多様な学びで、

未来をつくる「人」を育む
子どもから大人までさまざまな学びの場をつくることにより、市民一人一人の
シビックプライドや主体性を育みます。また、多様な価値観・考え方などを互
いに認め合うことで、まちをも楽しくする自分らしい生き生きとした活動（経
済活動含む）をつくる人材が育まれるまちを目指します。

▼
梁
瀬
・
朝
来
中
学
校
屋
内
運
動
場

　
長
寿
命
化
改
良
事
業　
　
１
２
０
０
万
円

　
梁
瀬
中
学
校
お
よ
び
朝
来
中
学
校
屋
内
運

動
場
の
改
修
に
向
け
た
建
物
調
査
、
設
計
、

工
事
を
計
画
的
に
進
め
、
生
徒
が
安
全
・
安

心
で
快
適
な
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

▼
図
書
館
整
備
事
業

（
あ
さ
ご
森
の
図
書
館
整
備
）
２
４
８
０
万
円

　
誰
も
が
快
適
で
利
用
し
や
す
い
「
あ
さ
ご
森

の
図
書
館
」
と
す
る
た
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
の
改
修
工
事
に
よ
り
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

▼
文
化
会
館
施
設
等
整
備
事
業

　
（
和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー
ル
整
備
）

11
億
７
９
１
０
万
円

　
築
30
年
が
経
過
し
て
い
る
和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー

ホ
ー
ル
の
大
規
模
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

▼
美
術
館
企
画
展
事
業

　
（
開
館
25
周
年
イ
ベ
ン
ト
ほ
か
）
９
９
３
万
円

　
25
周
年
企
画
の
「
海
洋
堂
フ
ィ
ギ
ュ
ア
展

（
仮
）」
を
は
じ
め
、
優
れ
た
芸
術
作
品
の
展

覧
会
を
開
催
し
ま
す
。　

▼
美
術
館
美
術
活
動
支
援
事
業

３
９
０
万
円

　
豊
岡
演
劇
祭
と
の
連
携
に
よ
り
あ
さ
ご
芸
術

の
森
美
術
館
で
観
月
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
市

民
の
豊
か
な
心
の
育
み
と
魅
力
的
で
親
し
み
の
持

て
る
ま
ち
と
し
て
の
誇
り
や
愛
着
を
深
め
ま
す
。
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ありたいまちの姿

多様なつながり・交流を育み、
地域力をより高める
人と人のつながり・交流を育むことでさまざまな活動
につなげ、多様な人が参画する地域コミュニティの充
実を図るとともに、移住定住の推進や関係人口の創出
などの新たな力により、地域力がさらに高まっている
まちを目指します。

▼
企
業
誘
致
促
進
事
業
事
業

　
（
産
業
団
地
実
施
設
計
）
１
億
２
０
０
０
万
円

　

企
業
誘
致
や
市
内
事
業
者
が
新
た
な
設
備

投
資
を
行
う
際
の
受
け
皿
と
な
る
新
産
業
団

地
の
整
備
に
必
要
と
な
る
測
量
業
務
や一般
調

査
業
務
、
実
施
設
計
業
務
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推
進
事
業

　
（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
）
４
０
０
万
円

　
国
が
定
め
る
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」
の
推
進
を
図
る
た
め
、「
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」
を
行
い
、
推
進
体
制
の

確
立
お
よ
び
有
機
農
業
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。
栽
培
技
術
講
習
会
の
開
催
、
市
内
農
地

の
土
壌
分
析
や
、
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
市
内
こ
ど
も
園
や
小
中

学
校
の
給
食
に
農
薬
不
使
用
（
コ
ウ
ノ
ト
リ

米
）
の
農
産
物
を
提
供
し
ま
す
。

▼
水
稲
生
産
緊
急
対
策
事
業　

５
４
８
２
万
円

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
肥
料
価
格
な
ど
の
高
騰
に
よ
る

負
担
軽
減
の
た
め
、
主
食
用
水
稲
苗
の
購
入
お

よ
び
育
苗
に
要
す
る
経
費
の一部
を
補
助
し
、
生

産
意
欲
の
減
退
や
耕
作
放
棄
、
離
農
な
ど
の
増

加
を
抑
制
し
、
生
産
意
欲
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

▼
地
域
協
働
推
進
事
業

　
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
検
討
ほ
か
）

５
５
６
０
万
円

　
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て

の
懇
話
会
を
設
置
し
、
小
規
模
集
落
や
地
域

自
治
協
議
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
も
と
に
、

市
民
と
と
も
に
今
後
の
方
針
を
検
討
し
ま
す
。

▼
定
住
促
進
事
業

　
（
大
規
模
婚
活
イ
ベ
ン
ト
、
結
婚
新
生
活
支
援
ほ
か
）

　
　
　
　
　
６
７
１
３
万
円

　
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
の
新
設
や
未
婚

男
女
の
出
会
い
の
場
づ
く
り
な
ど
、、
移
住
定

住
に
つ
な
が
る
結
婚
を
支
援
し
ま
す
。
住
宅

取
得
等
応
援
事
業
補
助
金
の
拡
充
、
賃
貸
住

宅
家
賃
負
担
軽
減
支
援
、
空
き
家
の
利
活
用

へ
の
支
援
な
ど
を
行
い
、
若
者
世
代
を
中
心

と
し
た
移
住
定
住
を
促
進
し
ま
す
。

▼
多
文
化
共
生
・
国
際
交
流
事
業

       

１
１
９
４
万
円

　
国
際
理
解
を
通
じ
て
異
文
化
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
多
言
語
に
よ
る
在
住
外

国
人
な
ど
へ
の
生
活
支
援
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

ありたいまちの姿

人と自然が共生しながら
地域で循環する産業を確立する
人の暮らしや営みとともにある自然との共生を図りな
がら、朝来市が持つ資源・魅力と市外の活力をつなげ、
時代にあわせて進化し、内発的な経済力を高め、地域
で循環する産業が確立されたまちを目指します。

▼
雇
用
推
進
事
業

　
（
合
同
企
業
説
明
会
、人
材
確
保
支
援
補
助
）

２
８
６
万
円

　
市
独
自
の
合
同
企
業
説
明
会
の
開
催
や
市

内
企
業
の
採
用
活
動
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
事

業
経
費
の一部
を
補
助
し
、
人
材
確
保
と
求

職
者
の
市
内
就
職
を
促
進
し
ま
す
。

▼
電
子
地
域
通
貨
等
発
行
支
援
事
業

　
　
　
　
８
５
０
０
万
円

　
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
お
よ
び
ス
マ

ホ
決
済
「
あ
さ
ご
Ｐ
а
ｙ
」
に
よ
り
、
地
域

内
の
消
費
喚
起
や
事
業
者
の
コ
ス
ト
削
減
、

消
費
者
の
利
便
性
向
上
な
ど
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
一
層
の
浸
透
を
目
指
し
ま
す
。

▼
森
林
経
営
管
理
事
業

１
億
４
０
０
万
円

　

朝
来
市
森
林
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
理
念
と
し
て

い
る
「
あ
さ
ご
森
」
を
実
現
す
る
た
め
、
昨

年
度
実
施
し
た
事
業
の
継
続
に
加
え
、
森
林

環
境
教
育
事
業
、
竹
粉
砕
機
貸
出
事
業
、
林

業
技
術
者
確
保
対
策
事
業
を
新
た
な
事
業
と

し
て
展
開
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

▼
歴
史
観
光
施
設
運
営
管
理
事
業　
１
７
５
４
万
円

▼
環
境
保
全
推
進
事
業（
第
４
次
環
境
基
本
計
画
策
定
）

９
１
６
万
円

▼
竹
田
城
跡
保
存
活
用
事
業
（
Ｘ
Ｒ
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
33
万
円

2

３
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ありたいまちの姿

誰もが居場所や役割を持ち、
健幸で心豊かな暮らしを実感できる
世代などを超えて、市民一人一人が地域とつながり、誰もが地域の中で
居場所や役割を持つことで、地域の人々に囲まれ安心した子育てや暮ら
しが実現できるとともに、市民一人一人が生きがいを感じながら健幸で
心豊かな暮らしを実現できるまちを目指します。

▼
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業

（
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
）　　
　
２
０
１
万
円

　
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
伴
走
型
相

談
支
援
や
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
産

後
ケ
ア
事
業
に
加
え
、新
た
に
「
産
婦
人
科・

小
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
」を
本
格
導
入
し
、

妊
産
婦
や
子
育
て
世
帯
に
寄
り
添
う
支
援
を

強
化
し
ま
す
。

▼
在
宅
保
育
支
援
事
業

　
　
　
　
　
１
８
０
０
万
円

　
未
就
学
児
が
保
育
園
・
こ
ど
も
園
な
ど
に

入
園
す
る
要
件
を
満
た
さ
ず
、
家
庭
内
で
保

育
す
る
場
合
に
、
支
援
金
を
支
給
す
る
制
度

を
新
た
に
開
始
し
ま
す
。

▼
こ
ど
も
園
運
営
管
理
事
業
、私
立
保
育
所・

こ
ど
も
園
運
営
改
善
支
援
事
業

　

 

４
億
１
７
４
０
万
円

　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
、
専
門
性

の
強
化
お
よ
び
私
立
園
の
保
育
士
の
処
遇
改

善
を
図
る
と
と
も
に
、
幼
小
接
続
研
修
や
介

助
員
・
学
び
の
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
な
ど
独
自

研
修
を
実
施
し
て
、
公
立
・
私
立
と
も
に
教

育・保
育
の
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、

市
内
の
公
立
こ
ど
も
園
の
３
歳
か
ら
５
歳
児
ク

ラ
ス
の
給
食
費
の
う
ち
、
副
食
費
相
当
額
を

無
償
化
す
る
と
と
も
に
、
私
立
保
育
所
・
こ

ど
も
園
の
３
歳
か
ら
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
給
食
費

を
、
公
立
こ
ど
も
園
の
副
食
費
相
当
額
を
上

限
に
引
き
続
き
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保

護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

▼
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

１
３
４
３
万
円

　
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難
な
人
を
対

象
に
、
自
宅
と
医
療
機
関
、
リ
ハ
ビ
リ
等
機

能
訓
練
施
設
の
往
復
に
介
護
タ
ク
シ
ー
を
利

用
し
た
場
合
の
運
賃
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
利
用
で
き
る
区
域
は
、
従
来
か
ら
の
朝

来
市
、
養
父
市
、
豊
岡
市
、
神
崎
郡
に
、
令

和
６
年
７
月
か
ら
は
、
丹
波
市
お
よ
び
福
知

山
市
を
加
え
、
制
度
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

▼
予
防
接
種
事
業

　
（
帯
状
疱
疹
、新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
）

４
１
５
９
万
円

　
帯
状
疱
疹
の
発
症
率
が
高
く
な
る
50
歳
以
上

の
人
を
対
象
に
予
防
接
種
に
か
か
る
費
用
の一部

を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
な
ど
を
対
象

と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
を一部
助
成
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

▼
こ
ど
も
園
施
設
整
備
事
業　
８
４
９
０
万
円

▼
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業　
41
万
円

▼
医
師
確
保
対
策
就
業
支
度
金　
９
０
０
万
円

▼
子
育
て
世
帯
の
市
営
住
宅
入
居
要
件
緩
和
等

▼
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

（
移
行
準
備
事
業
）　　
　
　
７
０
０
万
円

　
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
福
祉
課
題
に
対
し
、

相
談
支
援
や
参
加
支
援
、
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
支
援
を一体
的
に
実
施
す
る
た
め
、
庁
内
外

関
係
者
や
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
構
築
の

取
り
組
み
、
多
機
関
協
働
の
取
り
組
み
な
ど
、

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
実
施
に
向
け
て
、

移
行
準
備
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
乳
幼
児
等
・
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業　

　
（
所
得
制
限
撤
廃
）　
１
億
１
９
３
７
万
円

　
０
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
の
通

院
・
入
院
医
療
費
自
己
負
担
額
を
無
償
化
す

る
ほ
か
、
対
象
者
の
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、

併
せ
て
他
の
公
費
負
担
医
療
と
の
併
用
を
可

能
と
す
る
こ
と
で
子
育
て
世
帯
の
医
療
費
負

担
を
軽
減
し
ま
す
。

▼
妊
産
婦
健
康
診
査
費
助
成
事
業

１
６
７
７
万
円

　
支
援
が
必
要
な
産
婦
を
早
期
に
把
握
し
、

適
切
な
支
援
を
提
供
す
る
た
め
、
令
和
６
年

度
か
ら
、
国
の
示
す
基
準
に
合
わ
せ
産
婦
健

康
診
査
２
回
の
費
用
助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
乳
児
等
健
康
診
査
費
助
成
事
業１

７
２
万
円

　
現
行
の
新
生
児
聴
覚
検
査
費
の
助
成
制
度

に
加
え
、
令
和
６
年
度
か
ら
新
た
に
１
か
月

児
等
健
康
診
査
に
対
す
る
費
用
助
成
を
実
施

し
ま
す
。

4
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ありたいまちの姿

まちの動きや情報を戦略的につなぎ、
 効率的で健全な行財政運営を実現する
市民との対話を大切にするとともに、まちの動きや情報を市民と共有する
ことで、市民自治のまちづくりをさらに推進します。また、持続可能で自
律した自治体運営を推進するため、効率的で健全な行財政運営を図るとと
もに、市民とともにある、市民に信頼される職員・市役所を目指します。

▼
防
災
推
進
事
業（
マ
イ
避
難
カ
ー
ド
作
成
）

50
万
円

　
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、
事
前
に
避

難
情
報
の
確
認
方
法
、
避
難
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
、
避
難
場
所
な
ど
を
ま
と
め
、
災
害
時
に

迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
取
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
マ
イ
避
難
カ
ー
ド

の
作
成
、
普
及
促
進
の
取
組
を
行
い
ま
す
。

▼
犯
罪
対
策
支
援
事
業

　
（
自
動
録
音
機
能
付
電
話
機
購
入
補
助
）

６
０
０
万
円

　
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
着
信
前
自
動
警

告
お
よ
び
自
動
録
音
機
能
を
有
す
る
自
動
録

音
電
話
機
の
購
入
に
要
す
る
費
用
の
補
助
を

行
い
、
設
置
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特

殊
詐
欺
被
害
の
未
然
防
止
を
図
り
ま
す
。

▼
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業

（
自
動
車
用
Ｅ
Ｖ
急
速
充
電
器
ス
タ
ン
ド
）

　
５
０
０
万
円

　
道
の
駅
「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」
の
下
り
車

線
に
設
置
し
て
い
る
Ｅ
Ｖ
急
速
充
電
器
を
更

新
し
、
上
り
車
線
か
ら
も
利
用
で
き
る
位
置

に
整
備
し
ま
す
。

▼
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
運
行
事
業

７
６
２
５
万
円

　
バ
ス
路
線
の
再
編
と
あ
わ
せ
て
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
交
通
を
段
階
的
に
導
入
し
、
利
便
性

が
高
く
、
か
つ
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系

の
構
築
を
図
り
ま
す
。

▼
庁
舎
整
備
事
業
（
生
野
庁
舎
等
）

３
億
８
４
０
０
万
円

　
ま
ち
の
交
流
拠
点
と
し
て
機
能
性
と
利
便

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
周
辺
施
設
の
統
合

や
集
約
化
を
図
り
な
が
ら
生
野
庁
舎
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

▼
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

４
９
９
万
円

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
「
書
か
な
い
窓

口
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
検
討
お
よ
び
官
民
協
働

に
よ
る
諸
課
題
の
解
決
や
経
済
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
推
進
し
ま
す
。

▼
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業

　
（
総
合
計
画
と
創
生
総
合
戦
略
の一体
的
推
進
）

３
６
０
万
円

　

総
合
計
画
と
創
生
総
合
戦
略
を
統
合
さ
せ

た
令
和
８
年
度
を
始
期
と
す
る
第
３
次
総
合

計
画
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

▼
会
計
一
般
管
理
事
業

　
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
支
払
明
細
シ
ス
テ
ム
導
入
）77

万
円

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
明
細
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
業
務
の

効
率
化
と
行
政
コ
ス
ト
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。 

▼
他
市
連
携

　
日
本
遺
産
や
創
生
事
業
で
関
係
す
る
市
町

と
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
鉱
山
と
い

う
共
通
す
る
地
域
資
源
を
活
用
す
る
た
め
の

佐
渡
市
と
の
連
携
を
行
い
ま
す
。

市民の暮らしを支える
安全・安心な都市基盤を持続する
市民の暮らしを支える都市基盤の持続可能な維持管理・運営を
図ります。また、地域防災力の強化や公共交通の確保などによ
り、誰もが地域の中で安全・安心に暮らせるまちを目指します。

ありたいまちの姿
▼
都
市
計
画
総
務
一
般
管
理
事
業

　
（
Ｊ
Ｒ
和
田
山
駅
南
北
自
由
通
路
、
朝
来

　
医
療
セ
ン
タ
ー
周
辺
企
業
意
向
調
査
）

１
７
０
０
万
円

　
Ｊ
Ｒ
和
田
山
駅
南
北
自
由
通
路
の
整
備
に

向
け
た
検
討
や
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
改
善
方

策
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
朝
来
医
療

セ
ン
タ
ー
周
辺
に
お
け
る
土
地
利
用
の
在
り

方
を
調
査
・
研
究
し
ま
す
。

5

6
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▶歳出
補助費等は公立豊岡病院救命救急センター拡張等整備事
業、水稲生産緊急対策事業、電子地域通貨等発行支援事
業の増などにより前年度比 2.0％の増、公債費は繰上償
還の実施の影響のほか合併特例事業債の一部の償還が終
了したことなどにより前年度比 8.7％の減となりました。

▶歳入
市税は個人住民税定額減税による減収を見込んだ結果、
前年度比 5.5％の減、地方交付税は市税などの減収の考
慮した結果、前年度比 0.7％の増、市債は庁舎整備事業
債や社会教育施設整備事業債の発行などにより前年度比
217.1％の増をそれぞれ見込んでいます。

▶会計別内訳
一般会計 217億 5,000万円

特別会計など 108億 3,457万円

国民健康保険 31億 9,000万円

宅地開発事業 1,100万円

休日診療所 1,630万円

介護保険 38億 4,200万円

後期高齢者医療 5億 6,000万円

財産区 1,160万円

（企）水道事業 12億 2,327万円

（企）工業用水道事業 1,864万円

（企）下水道事業 19 億 6,176万円

合計 325億 8,457 万円

▶基金の状況
財政調整基金 36億 7,687万円

減債基金 958万円

その他特定目的基金 58億 3,189万円

合計 95億1,834万円

市民１人当たり 337,889 円

▶市債現在高
令和５年度末残高見込額 141億 7,855万円

令和６年度市債発行予定額 24億 7,170万円

令和６年度元金償還見込額 21億 8,273万円

令和６年度末残高見込額 144億 6,752 万円

市民１人当たり 513,579 円

扶助費…生活保護や児童手当、医療費助成など
公債費…市が借り入れたお金の返済金
補助費等…助成金や一部事務組合負担金など
物件費…施設の維持管理など
繰出金…国民健康保険や介護保険など、一般会計から
　　　　特別会計へ支出されるお金

用語の説明 市民一人当たり支出　７７２，０９８円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※一般会計

福祉の充実 207,358 円 道路・都市計画 64,895円
行政の運営 132,850 円 農林業の振興 45,128 円
教育文化スポーツ 100,218 円 商工観光の振興 29,454 円
医療・ごみ処理 81,896 円 消防 29,387円
借金返済 79,451円 その他 1,461円

※市民一人当たりは、１月末現在の人口28,170人で算出しています。

令和６年度予算の概要

217億
5,000万円

歳入

市税（18.1%）
39億4,005万円

繰入金、繰越金（5.5%）
11億8,620万円

分担金及び負担金、
使用料及び手数料（3.5%）
７億6,439万円

その他（4.2%）
９億751万円

地方交付税（34.2%）
74億4,000万円

市債（11.4%）
24億7,170万円

国庫支出金（9.6%）
20億9,223万円

県支出金（7.6%）
16億4,372万円

その他（5.9%）
13億420万円

217億
5,000万円

歳出

人件費（17.2%）
37億3,335万円

扶助費（13.8%）
30億258万円

公債費（10.3%）
22億3,815万円

投資的経費（15.4%）
33億5,423万円

補助費等（19.9%）
43億4,547万円

物件費（14.7%）
31億9,892万円

維持補修費（0.2%）
4,368万円

繰出金（6.8%）
14億7,105万円

その他（1.7%）
3億6,257万円

義務的経費（41.3%）
投資的経費（15.4%）
その他経費（43.3％)■

■
■

自主財源（31.3%）
依存財源（68.7%）■

■



デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
利
用
案
内

「
ア
コ
バ
ス
」
に
代
わ
る
「
新
し
い
公
共
交
通
」
の
カ
タ
チ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
や
人

口
減
少
、
高
齢
化
の
進
展
な
ど
、
社
会
環
境

を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
化
し
、
そ
れ

に
伴
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
・
行
動
様

式
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公

共
交
通
の
担
い
手
で
あ
る
運
転
手
を
取
り
巻

く
労
働
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
今

後
、
ま
す
ま
す
運
転
手
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
、
公
共
交
通

に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の

結
果
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
公
共
交
通

に
対
す
る
満
足
度
の
低
さ
や
改
善
を
求
め

る
声
が
多
い
こ
と
を
受
け
、
令
和
4
年

度
か
ら
、
新
た
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築

に
向
け
て
公
共
交
通
会
議
や
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
新
た
な

公
共
交
通
体
系
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
ア
コ
バ

ス
」
に
変
わ
る
新
た
な
公
共
交
通
手
段
と

な
る
「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
」
を
、
市

内
全
域
に
段
階
的
に
導
入
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
の
新
た
な
公
共
交
通

手
段
で
あ
る
「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
」

の
予
約
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
、
ご
説
明

し
ま
す
。

　

ア
コ
バ
ス
に
代
わ
る
公
共
交
通
手
段
で
、

従
来
の
バ
ス
の
よ
う
に
時
刻
表
や
運
行
ル
ー

ト
が
な
く
予
約
状
況
に
応
じ
て
A
I
が
ル
ー

ト
を
作
り
な
が
ら
運
行
し
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
時
々
に
応
じ
た
ル
ー
ト
で
誰
か
を
乗
せ
た

り
降
ろ
し
た
り
「
乗
り
合
い
」
を
し
な
が
ら

目
的
地
へ
向
か
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
「
生
野
エ
リ
ア
」
で
運
行
を
開

始
し
ま
す
。
順
次
、
市
内
全
域
で
運
行
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。
※
各
エ
リ
ア
の
運
行
開

始
時
期
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
っ
て
？

い
つ
か
ら
、
ど
こ
で
導
入
さ
れ
る
？

乗 車 予 約 の 方 法

運行日および運賃

運行日
㊊～㊎ 7時30分～17時30分 １時間毎に１便運行します
㊏ 8時30分～15時30分 １時間毎に１便運行します

※㊐・㊗・年末年始（12/29～1/3）は運休とします

運賃

中学生以上65歳未満の人 400円
65歳以上の人・小学生・身体障害者手帳・療育手帳・
精神障害者保健福祉手帳をお持ちの人・生活保護を受
けておられる人

200円

小学生未満の人 無料
※「あこか」をお持ちの人は乗務員に掲示してください。
※現金または回数券で運賃をお支払いください。
※交通系ICカードやクレジットカードは使えません。

自 宅 登 録 の 方 法
　自宅登録ができるのは小学生以上の市民に限りま
す。自宅登録申請書に必要事項を記入の上、お近く
の支所、もしくは市役所本庁舎に提出してください。

乗 降 場 所
　自宅または市があらかじめ登録した場所が乗降場
所になります。生野エリアの乗降場所は、お配りし
たご利用案内（※生野エリアのみ配布）または市ホ
ームページでご確認ください。市があらかじめ登録
した乗降場所には乗降場所標示があります。

❶天候や交通事情などにより、発着時間が前後する
　可能性があります。また、市が安全運行に支障が
　あると判断した場合は、運行を中止する場合があ
　ります。
❷エリアをまたぐ運行は行いません。
❸乗車予定場所に不在の場合は、待たずに次の予定地
　へ向かいます。
❹車いすに対応した車両ではありません。
❺車内での飲食・喫煙はできません。
❻危険物の持ち込みやペットの同乗はできません。

注 意 事 項

デマンド型乗合交通の運行内容デマンド型乗合交通の運行内容

▶運行エリアと運行開始時期

生野エリア
令和6年4月1日から 試験運行開始

令和6年10月1日から 本格運行開始

朝来エリア
令和6年10月1日から 試験運行開始

令和7年4月1日から 本格運行開始

和田山・
山東エリア

令和7年4月1日から 試験運行開始

令和7年10月1日から 本格運行開始
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電
話
で
予
約

（
予
約
セ
ン
タ
ー
）

☎ 079-666-8170
期間

㊊～㊏（㊐・㊗・年末年始を除く）
7時30分～15時30分（土曜日は13時30分まで）

内容

以下の内容をオペレーターにお伝えできるようあらか
じめ準備をお願いします。

①利用登録の有無　②氏名　③電話番号　④乗降場所
⑤鉄道・路線バスへの乗り継ぎの有無　
⑥希望到着時間　⑦往復利用の場合は帰りの時間

ウ
ェ
ブ

か
ら
予
約

市ホームページに掲載のバナーをクリックして予約
サイトへ移動。もしくは右記二次元コードから予約
をお願いします。
※ご利用には初期登録が必要です。

▶問い合わせ先
　都市政策課　☎672-6127



組
織
の
再
編
を
実
施

▼
こ
ど
も
み
ら
い
部
の
新
設

　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
（
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
）
ご
と
に
希
望
が
持
て
る
社
会
、
全
て
の
子

ど
も
が
安
全
・
安
心
な
環
境
お
よ
び
全
て
の
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
の
保
障
の
実
現
を
目
指
し
、

子
ど
も
子
育
て
施
策
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
た

め
、
こ
ど
も
み
ら
い
部
を
新
設
し
ま
す
。

　
市
は
、
さ
ら
な
る
市
民
の
利
便
性
の
向
上
や
行
政
事
務
の
効
率
化
を
め
ざ
し
、
部
、
課
の
新
設
や

名
称
変
更
な
ど
の
組
織
再
編
を
行
い
ま
し
た
。

企
画
総
務
部

総務課
（選挙管理委員会事務局）

行政係

職員係

選挙係

デジタル戦略課 DX推進係

健
康
福
祉
部
（
福
祉
事
務
所
）

社会福祉課

福祉総務係

障害福祉係
（障害者基幹相談
　支援センター）

生活福祉係

高年福祉課
高年福祉係

介護保険係

地域包括支援センター

健幸づくり推進課
保健医療政策係

健康増進係

こ
ど
も
み
ら
い
部

子育て支援課
（こども家庭センター）

こども子育て係

こども健やか係

こども園課
こども園運営係

こども園施設係

都
市
整
備
部

都市政策課

都市政策係

都市管理係

交通政策係

産
業
振
興
部

経済振興課
経済振興係

ふるさと寄附推進係

再編された組織一覧
　
１  

部
の
再
編

▼
子
育
て
支
援
課
の
新
設

　
こ
ど
も
育
成
課
の
こ
ど
も
園
に
関
す
る
業
務
以

外
の
業
務
と
、
市
民
課
の
児
童
手
当
、
社
会
福
祉

課
の
児
童
扶
養
手
当
、
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
、
児

童
福
祉
推
進
の
業
務
と
、
健
幸
づ
く
り
推
進
課
の

親
子
保
健
係
の
業
務
を
担
当
し
ま
す
。

▼
こ
ど
も
園
課
の
移
管

　
こ
ど
も
育
成
課
（
教
育
委
員
会
）
が
担
当
す
る

こ
ど
も
園
に
関
す
る
業
務
を
移
管
し
ま
す
。

　
２  

課
の
再
編

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

　
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
配
置

　
担
当
課
の
み
で
解
決
で
き
る
相
談
案
件
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
高
年
福
祉
課
内
に
、
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
を
社
会
福
祉
課
内
に
配
置
し
ま
す
。

▼
包
括
的
相
談
支
援
体
制

　
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た
事
例
の
相
談
支
援
体

制
を
社
会
福
祉
課
に
配
置
し
、
多
機
関
協
働
事
業

へ
の
連
携
や
つ
な
ぎ
の
機
能
を
整
備
し
ま
す
。

　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
な
ど
、
公
共
交
通
施
策

が
政
策
的
な
検
討
段
階
か
ら
事
業
化
に
進
ん
で
き

た
こ
と
か
ら
、
交
通
政
策
の
業
務
を
総
合
政
策
課

か
ら
都
市
政
策
課
に
移
管
し
ま
す
。

３  

福
祉
相
談
支
援
体
制
の
再
編

  

４  

事
務
事
業
の
移
管

▶問い合わせ先
　総務課（職員係）
　☎672-6115

妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、
子
ど
も
が
気
軽
に
相
談

で
き
る
子
育
て
世
帯
の
身
近
な
相
談
機
関

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置

※青色の箇所が再編組織
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▶問い合わせ先
　総務課（職員係）
　☎672-6115

市
職
員
の
人
事
異
動

　
市
は
、「
人
と
人
が
つ
な
が
り
幸
せ
が
循
環
す
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
施
政
方
針
で
示
し
た
５
つ
の
重
点
戦
略
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、

４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
異
動
総
数
は
１
８
４
人
（
令
和
５
年
度
は
１
６
２
人
）。
ま
た
、
女
性
の
活
躍
推
進
と
し
て
、
積
極

的
な
女
性
職
員
の
管
理
職
登
用
を
進
め
、
副
課
長
級
以
上
の
女
性
管
理
職
の
割
合
を
29
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
ほ
か
、
事
業
部
門
部
署
の
大
幅
な
人

事
異
動
を
実
施
し
、
災
害
な
ど
の
有
事
の
際
に
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
知
識
や
技
術
を
活
か
せ
る
職
員
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

【
社
会
福
祉
課
】

▼
課
長

◎
小
山　
幸
世
（
山
東
支
所
課
長
）

▼
副
課
長

◎
北
島　
周
（
健
幸
づ
く
り
推
進
課
副
課
長
（
新
型
コ

　
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
担
当
））

▼
課
長
補
佐
兼
福
祉
総
務
係
長

◎
石
田　
志
帆
（
健
幸
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐
）

▼
課
長
補
佐
兼
障
害
福
祉
係
長

◎
太
田　
晋
平
（
企
画
総
務
部
総
合
政
策
課
長
補
佐
）

▼
主
幹

◎
竹
村　
洋
二
（
暫
定
再
任
用
）

【
高
年
福
祉
課
】

▼
課
長

◎
大
石　
聡
子
（
会
計
課
長
）

▼
副
課
長
兼
介
護
保
険
係
長

◎
加
茂
川　
裕
子
（
副
課
長
）

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
副
所
長

◎
足
立　
里
江
（
ふ
く
し
相
談
支
援
課
副
課
長
）

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐

◎
藤
原　
正
浩
（
ふ
く
し
相
談
支
援
課
長
補
佐
）

【
健
幸
づ
く
り
推
進
課
】

▼
主
幹

◎
松
岡　
貞
之
（
暫
定
再
任
用
）

▼
部
長
兼
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
長

◎
細
井　
香
（
健
康
福
祉
部
次
長
兼
社
会
福
祉
課
長
）

【
子
育
て
支
援
課
】

▼
課
長

◎
神
谷　
芳
彦
（
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
市
民
協
働
課
長

　
兼
和
田
山
地
域
振
興
課
長
）

▼
課
長
補
佐

◎
安
田　
雅
子
（
山
東
支
所
課
長
補
佐
）

▼
こ
ど
も
子
育
て
係
長

◎
衣
川　
三
香
子（
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係
長
）

【
こ
ど
も
園
課
】

▼
課
長

◎
夜
久　
隆
亮（
教
育
委
員
会
事
務
局
こ
ど
も
育
成
課
長
）

▼
副
課
長
兼
こ
ど
も
園
運
営
係
長

◎
上
垣　
麻
衣
子（
教
育
委
員
会
事
務
局
こ
ど
も
育
成
課
長
補
佐
）

▼
課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
健
や
か
係
長

◎
坂
本　
美
里（
健
康
福
祉
部
健
幸
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐
）

▼
部
長

◎
澤
田　
学
（
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
長
）

▼
次
長
（
総
合
政
策
兼
秘
書
広
報
担
当
）

◎
松
本　
昭
浩
（
山
東
支
所
長
）

▼
次
長
兼
デ
ジ
タ
ル
戦
略
課
長

◎
世
木　
敬
史
（
デ
ジ
タ
ル
戦
略
課
長
）

【
秘
書
広
報
課
】

▼
課
長
補
佐

◎
安
保　
和
人
（
産
業
振
興
部
経
済
振
興
課
長
補
佐
）

【
総
合
政
策
課
】

▼
課
長
兼
政
策
係
長

◎
和
田　
幸
司
（
課
長
）

▼
副
課
長
兼
創
生
企
画
係
長

◎
馬
袋　
真
紀
（
課
長
補
佐
兼
創
生
企
画
係
長
）

【
総
務
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長

◎
藤
本　
良
平
（
課
長
補
佐
兼
人
事
給
与
係
長
兼
職
員

　
能
率
向
上
係
長
）

▼
係
長

◎
中
村　
聡
（
特
定
任
期
付
職
員
）

【
財
務
課
】

▼
課
長

◎
大
石　
哲
也
（
健
康
福
祉
部
高
年
福
祉
課
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長

◎
竹
村　
圭
一
（
財
政
係
長
）

【
デ
ジ
タ
ル
戦
略
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
D
X
推
進
係
長

◎
小
山　
修
平
（
健
康
福
祉
部
高
年
福
祉
課
長
補
佐
）

【
防
災
安
全
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
防
災
安
全
係
長

◎
羽
渕　
慎
也
（
防
災
安
全
係
長
）

▼
部
長

◎
一
ノ
瀬　
智
至
（
生
野
支
所
長
兼
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
生

　
涯
学
習
課
生
野
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
兼
生
野
書
院
副
館
長
）

【
市
民
協
働
課
】

▼
課
長
兼
和
田
山
地
域
振
興
課
長

◎
足
立　
高
光
（
産
業
振
興
部
観
光
交
流
課
長
）

▼
副
課
長
兼
あ
さ
ご
暮
ら
し
応
援
室
長

◎
坂
本　
紀
昭
（
課
長
補
佐
）

【
生
涯
学
習
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係
長

◎
岸
下　
寛
志
（
産
業
振
興
部
農
林
振
興
課
長
補
佐
）

▼
課
長
補
佐
（
あ
さ
ご
森
の
図
書
館
担
当
）

◎
和
田　
奈
穂
子
（
中
川
こ
ど
も
園
副
園
長
）

【
芸
術
文
化
課
】

▼
美
術
館
管
理
係
長

◎
小
原　
嘉
文（
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
文
化
財
係
長
）

▼
生
野
支
所
長

◎
桐
山　
俊
行
（
都
市
整
備
部
長
）

▼
課
長
兼
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
生
涯
学
習
課
生
野
生
涯

　
学
習
セ
ン
タ
―
長
兼
生
野
書
院
副
館
長

◎
谷
田　
雅
彦
（
副
課
長
兼
地
域
振
興
係
長
）

▼
副
課
長
兼
市
民
福
祉
係
長

◎
松
原　
美
紀
（
課
長
補
佐
兼
市
民
福
祉
係
長
）

▼
副
課
長
兼
地
域
振
興
係
長

◎
田
上　
浩
二
（
都
市
整
備
部
地
籍
調
査
課
副
課
長
）

▼
山
東
支
所
長

◎
田
路　
義
明
（
兵
庫
県
農
業
共
済
組
合
派
遣
）

▼
課
長
兼
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
生
涯
学
習
課
山
東
生
涯

　
学
習
セ
ン
タ
―
長

◎
小
西　
秀
隆（
教
育
委
員
会
事
務
局
こ
ど
も
育
成
課
副
課
長
）

 

企
画
総
務
部

 

危
機
管
理
部

 

ま
ち
づ
く
り
協
働
部

 

生
野
支
所

 

山
東
支
所

▼
課
長
補
佐
兼
市
民
福
祉
係
長

◎
奥　
ゆ
か
り
（
課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長

◎
安
達　
一
博
（
課
長
補
佐
）

▼
課
長
補
佐
兼
市
民
福
祉
係
長

◎
安
田　
洋
恵
（
市
民
福
祉
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長

◎
則
定　
澄
美
（
課
長
補
佐
）

▼
部
長
兼
会
計
管
理
者

◎
岡
林　
克
彦
（
部
長
）

【
市
民
課
】

▼
副
課
長
兼
環
境
推
進
室
副
室
長
兼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
山
東
事
業
所
長

◎
波
多
野　
哲
哉（
課
長
補
佐
兼
環
境
推
進
室
長
補
佐
）

▼
課
長
補
佐
兼
環
境
推
進
室
長
補
佐

◎
中
屋　
晃
子
（
環
境
推
進
室
係
長
）

▼
主
幹

◎
森
脇　
ま
す
み
（
役
職
定
年
等
）

▼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
山
東
事
業
所
主
任
技
能
員

◎
竹
本　
篤
史
（
役
職
定
年
等
）

【
税
務
課
】

▼
副
課
長
兼
資
産
税
係
長

◎
田
中　
寿
（
課
長
補
佐
兼
資
産
税
係
長
）

【
人
権
推
進
課
】

▼
副
課
長
兼
人
権
啓
発
係
長

◎
青
田　
真
司
（
朝
来
支
所
課
長
補
佐
）

▼
次
長
兼
高
年
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

◎
馬
袋　
真
理
子
（
ふ
く
し
相
談
支
援
課
長
）

 

朝
来
支
所

 

市
民
生
活
部

 

健
康
福
祉
部

 

こ
ど
も
み
ら
い
部
（
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
）
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※
掲
載
内
容
は
、
係
長
級
以
上
の
職
員
の
み
と
し
て

　
い
ま
す
。
ま
た
、（　
）
内
の
前
職
表
記
は
、
所
属

　

に
異
動
が
あ
っ
た
職
員
の
係
長
以
下
の
兼
務
辞
令

　

は
省
略
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
新
規
採
用
職

　
員
は
、
広
報
朝
来
５
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
こ
ど
も
園
施
設
係
長

◎
福
島　
克
史
（
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
生
涯
学
習
課
生
涯

　
学
習
係
長
）

《
生
野
こ
ど
も
園
》

▼
園
長

◎
谷
村　
由
記
（
糸
井
こ
ど
も
園
長
）

▼
副
園
長
（
事
務
担
当
）

◎
清
水　
光
（
役
職
定
年
等
）

《
糸
井
こ
ど
も
園
》

▼
園
長

◎
大
友　
純
子
（
山
口
こ
ど
も
園
長
）

▼
副
園
長

◎
平
松　
厚
美
（
役
職
定
年
等
）

《
大
蔵
こ
ど
も
園
》

▼
園
長

◎
佐
藤　
典
子
（
東
河
こ
ど
も
園
長
）

《
東
河
こ
ど
も
園
》

▼
園
長

◎
野
田　
幸
代
（
山
口
こ
ど
も
園
副
園
長
）

《
竹
田
こ
ど
も
園
》

▼
園
長

◎
勝
部　
祐
子
（
大
蔵
こ
ど
も
園
長
）

▼
副
園
長
（
事
務
担
当
）

◎
掃
部　
直
樹
（
役
職
定
年
等
）

《
中
川
こ
ど
も
園
》

▼
副
園
長

◎
磯　
ひ
と
み
（
大
蔵
こ
ど
も
園
副
園
長
）

《
山
口
こ
ど
も
園
》

▼
園
長

◎
清
水　
洋
子
（
竹
田
こ
ど
も
園
長
）

▼
副
園
長

◎
谷
口　
由
美
（
竹
田
こ
ど
も
園
副
園
長
）

▼
次
長
兼
農
林
振
興
課
長（
夜
久
野
高
原
開
発
担
当
兼
務
）

　
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

◎
平
松　
裕
一
郎
（
農
林
振
興
課
長
（
夜
久
野
高
原
開
発

　
担
当
兼
務
））

【
農
林
振
興
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長

◎
大
西　
真
（
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
補
佐
）

▼
課
長
補
佐
兼
農
村
整
備
係
長

◎
清
水　
浩
一
（
都
市
整
備
部
建
設
課
工
務
係
長
）

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

▼
次
長

◎
今
井　
謙
一
（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

【
観
光
交
流
課
】

▼
課
長

◎
山
内　
睦
（
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
市
民
協
働
課
副
課
長

　
兼
あ
さ
ご
暮
ら
し
応
援
室
長
）

▼
副
課
長
兼
兼
観
光
施
設
係
長

◎
中
嶋　
大
介
（
課
長
補
佐
兼
観
光
施
設
係
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
観
光
戦
略
係
長

◎
梶
本　
陽
介
（
観
光
戦
略
係
長
）

【
経
済
振
興
課
】

▼
課
長

◎
奥　
淳
一
（
企
画
総
務
部
財
務
課
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
経
済
振
興
係
長

◎
長
野　
禎
裕
（
企
業
誘
致
・
支
援
係
長
）

▼
部
長

◎
小
谷　
康
人
（
上
下
水
道
部
上
下
水
道
課
長
）

【
建
設
課
】

▼
副
課
長

◎
松
尾　
洋
倫
（
都
市
政
策
課
長
補
佐
兼
産
業
振
興
部

　
経
済
振
興
課
長
補
佐
）

▼
工
務
係
長

◎
安
積　
一
典
（
地
籍
調
査
課
地
籍
調
査
事
業
係
長
）

【
都
市
政
策
課
】

▼
課
長

◎
京
住　
真
志
（
兵
庫
県
か
ら
の
人
事
異
動
）

▼
副
課
長
兼
交
通
政
策
係
長

◎
足
立　
智
義
（
企
画
総
務
部
総
合
政
策
課
副
課
長　

　
（
交
通
政
策
推
進
担
当
））

▼
課
長
補
佐
兼
産
業
振
興
部
経
済
振
興
課
長
補
佐

◎
戸
田　
全
彦
（
上
下
水
道
部
上
下
水
道
課
長
補
佐
）

▼
課
長
補
佐
兼
都
市
政
策
係
長

◎
垣
尾　
太
郎
（
産
業
振
興
部
農
林
振
興
課
長
補
佐
）

【
地
籍
調
査
課
】

▼
副
課
長

◎
住
吉　
由
喜
（
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
）

▼
部
長

◎
佐
野　
正
彦（
産
業
振
興
部
次
長
兼
経
済
振
興
課
長
）

【
上
下
水
道
課
】

▼
課
長
兼
上
水
道
係
長

◎
松
尾　
孝
一
（
副
課
長
兼
上
水
道
係
長
）

▼
副
課
長
兼
経
営
管
理
係
長

◎
足
立　
篤
司
（
市
民
生
活
部
市
民
課
副
課
長
兼
環
境

　
推
進
室
副
室
長
）

▼
下
水
道
係
長

◎
井
上　
雅
徳（
都
市
整
備
部
都
市
政
策
課
都
市
政
策
係
長
）

【
会
計
課
】

▼
課
長

◎
佐
野　
あ
や
子
（
生
野
支
所
副
課
長
）

▼
主
幹

◎
三
浦　
和
美
（
暫
定
再
任
用
）

▼
主
幹

◎
北
垣　
敏
彦
（
役
職
定
年
等
）

▼
監
査
委
員
事
務
局
長
兼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記

◎
竹
村　
万
美
子
（
会
計
管
理
者
）

▼
次
長
兼
兼
学
校
教
育
課
長

◎
山
本　
喜
裕
（
学
校
教
育
課
長
）

【
学
校
教
育
課
】

▼
参
事

◎
福
田　
秀
則
（
副
課
長
）

▼
課
長
補
佐
兼
教
育
総
務
係
長

◎
中
屋　
昌
章（
企
画
総
務
部
デ
ジ
タ
ル
戦
略
課
長
補
佐
）

▼
指
導
係
長

◎
浦
野　
裕
之
（
兵
庫
県
教
育
委
員
会
）

【
文
化
財
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
文
化
財
係
長

◎
山
木　
慎
也（
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
芸
術
文
化
課
長
補
佐
）

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

▼
所
長
兼
学
校
給
食
庶
務
係
長

◎
藤
本　
宏
子
（
参
事
兼
学
校
給
食
庶
務
係
長
）

《
課
長
級
》

▼
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣

◎
野
田　
勝
文
（
産
業
振
興
部
農
林
振
興
課
副
課
長
）

◎
村
上　
洋
子
（
役
職
定
年
等
）

▼
兵
庫
県
農
業
共
済
組
合
派
遣

◎
藤
原　
雅
人
（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
）

《
主
査
級
》

▼
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
派
遣

◎
谷
川　
麗
子
（
市
民
生
活
部
市
民
課
主
査
）

《
主
任
級
》

▼
朝
来
農
林
振
興
事
務
所
朝
来
土
地
改
良
セ
ン
タ
ー
派
遣

◎
舟
木　
孝
行
（
産
業
振
興
部
農
林
振
興
課
主
事
）

《
主
事
級
》

▼
総
務
省
派
遣

◎
西
谷　
和
徳
（
都
市
整
備
部
都
市
政
策
課
主
事
）

▼
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
派
遣

◎
石
井　
ひ
か
る
（
市
民
生
活
部
税
務
課
主
事
）

▼
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣

◎
梶
原　
菜
々
子
（
産
業
振
興
部
観
光
交
流
課
主
事
）

▼
養
父
土
木
事
務
所
派
遣

◎
中
島　
祐
貴
（
都
市
整
備
部
建
設
課
主
事
）

◎
田
川　
博
一
（
市
民
生
活
部
人
権
推
進
課
長
補
佐
）

◎
長
濱　
憲
子
（
ま
ち
づ
く
り
協
働
部
生
涯
学
習
課
主
任
事
務
員
）

◎
池
野　
祐
季（
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
上
席
主
査
）

◎
鳥
田　
康
成
（
上
下
水
道
部
上
下
水
道
課
ク
リ
ー
ン

　
セ
ン
タ
ー
和
田
山
事
業
所
技
能
員
）

◎
藤
原　
由
佳
子（
健
康
福
祉
部
健
幸
づ
く
り
推
進
課
主
任
）

◎
掃
部　
綾（
教
育
委
員
会
事
務
局
こ
ど
も
育
成
課
主
事
）

◎
清
水　
昭
洋
（
都
市
整
備
部
都
市
政
策
課
長
）

　
兵
庫
県
へ
帰
任

◎
田
中　
雅
人（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
長
補
佐
）

　
兵
庫
県
教
育
委
員
会
へ
帰
任

◎
南
野　
美
穂（
健
康
福
祉
部
健
幸
づ
く
り
推
進
課
上
席
主
査
）

　
任
期
付
職
員

 

産
業
振
興
部

 
都
市
整
備
部

 

上
下
水
道
部

 

出
納

 

議
会
事
務
局

 

行
政
委
員
会
事
務
局

 

教
育
委
員
会
事
務
局

 

派
遣

 

退
職
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▶交通事故（２月）

▶救急・火災件数（２月）

　人身事故　      11 人
　死者　　　      ２人
　負傷者　　      12 人

　救急・救助  151 件
　火災　　　　　１件

マイナンバーカード
休日・時間外窓口（予約制）
　カードの交付・更新・申請受付を
行います。開庁時間にお越しになれ
ない人は、ぜひご利用ください。
▶日時（休日）
　４月 14日㊐、５月 12日㊐
　８時 30分～ 12時
▶日時（時間外）
　４月 19日㊎、５月 17日㊎
　17時 30分～ 19時
※開設日の３日前までに予約をお願
　いします。すべて予約が必要にな
　ります。
※交付の人は、本人確認書類と通知
　カード（お持ちの場合）を持参し
　てください。
▶場所・問い合わせ先
　市役所本庁舎１階
　市民課　☎ 672-6120

納付は便利な口座振替で

介護保険料　　　　　　　第１期

人のうごき
R6.2.29 現在（前月比）

人　口 前月比
総人口 28,126人 －44

男　性 13,525人 －21

女　性 14,601人 －23

世帯数 12,224世帯 －4

自然増減 社会増減
出生：５ 転入：48

死亡：40 転出：56

今月の税金など

　市は、市営住宅の入居者を募集し
ます。
▶募集する住宅
①新井団地 25 号室
　３DK（新井 451 番地）
▶家賃　19,100 円～ 28,500 円
▶申込期限
　４月 22日㊊まで
※申し込みは１世帯１部屋に限ります。
※複数の申し込みがあった場合は抽
　選とし、期間内に申し込みがない
　場合は以降先着順で受付をします。
▶入居申込資格
〇市町村税を滞納していない人
〇現在、同居し、または同居しよう
　とする親族がある人もしくは委託
　されている児童がある人
〇現在、住宅に困窮していることが
　明らかな人
〇その人または同居家族が、暴力団
　員でないこと
〇所得要件が条例に規定する範囲を
　超えていない人
※申し込み複数の場合抽選。期間ま
　でに申し込みがない場合は、以降
　先着順とします。
※詳しくは、下記まで問い合わせいただ
　くか、市ホームページを確認ください。
▶問い合わせ先
　都市政策課　☎ 672-6127

市営住宅入居者募集

令和６年度 男の栄養教室
男の栄養教室では、栄養と調理を基本から学べます。食事か
ら健康づくりを始めたい人におすすめの教室です。この機会
に食を通して健康に目を向けてみませんか。

夜間コースの
＼申込はコチラ／

昼間コースの
＼申込はコチラ／

　朝来市在宅医療・介護連携会議で
は、「終末をどう過ごすのか」につい
て検討を行う市民委員を募集します。
▶募集対象
　在宅介護の経験のある人
▶活動内容
　朝来市在宅医療・介護連携会議へ
　の参加
▶任期
　３年（令和６～８年度）
▶募集人数　１人
▶報償費
　規程の報償費をお支払いします。
▶募集期限　４月 30日㊋まで
※詳しくは、下記に連絡いただくか、
　市ホームページを確認ください。
▶問い合わせ先
　朝来市地域包括支援センター
　☎ 672-6125

『終末をどう過ごすのか』
市民委員募集

▶対象　市内在住の男性　　▶場所　朝来市保健センター
▶参加費　毎回 500 円　　  ▶定員　12 人（各コース）
▶日程
〇夜間コース　５月１日㊌、５月 15 日㊌、5 月 29 日㊌
〇昼間コース　５月 17 日㊎、5 月 31日㊎、６月 14 日㊎
▶申込方法　電話または二次元
　コードから申し込みください。
▶申し込み期限
〇夜間コース…４月 24 日㊌まで
〇昼間コース…５月 10 日㊎まで
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　令和６年４月１日から、固定資産
税、軽自動車税（種別割）に加えて、
市県民税（普通徴収）と国民健康保
険税の納付書に地方税統一で二次元
コードが印字され、納付が可能にな
ります。
▶納付の方法
①二次元コードに対応している金融
　機関であれば、全国の金融機関で
　納付が可能です。
②バーコード読み取りで納付可能な
　決済アプリに加え、二次元コード
　読み取りでより多くの決済アプリ
　での納付が可能です。
③「地方税お支払いサイト」で二次
　元コードを読み取ることでクレジ
　ットカード、インターネットバン
　キングなどで納付が可能です。
※対象の金融機関や決済アプリなど、
　納付についての詳細は、市ホーム
　ページから最新の情報を確認して
　ください。
▶問い合わせ先
　税務課
　☎ 672-6119

≪学級生の募集≫
　朝来市青い鳥学級は、視覚に障害
のある皆さんが、ボランティアの皆さ
んと共に、生涯学習を通して、仲間
づくりや生きがいを見つける交流の場
です。楽しく学びながら、地域や世
代を超えた輪を広げましょう。開催
場所までの送迎は、市の助成による
障害福祉サービスの移動支援がご利
用いただけます。
▶対象者　視覚に障害のある人
▶講座回数　年４回程度

≪ボランティアの募集≫
　視覚に障害のある人の歩行の介助
や受講時のサポートなどボランティ
ア活動にご協力いただける人を募集
しています。
▶対象者
　視覚に障害のある皆さんのサポート
　などボランティア活動に協力いた
　だける人
▶費用
　事業に応じて参加費が必要な場合
　があります。
▶申込方法
　学級生、ボランティアともに下記
　まで問い合わせください。
▶問い合わせ先
　生涯学習課　☎ 672-0188

　土地や家屋の固定資産税を算出す
るときの基となる評価額は、原則 3
年ごとに見直します。令和 6 年度は
この見直しを行う「評価替え」の年で

「基準年度」といい、この年度に決定
した評価額は原則として 3 年間据え
置かれます。（基準年度以降でも、土
地の地目変更や家屋の増築などで、基
準年度の評価額によることが適当でな
いものは、新たに評価を行い、価格を
決定します。）
　土地については、評価替えにより、
地価上昇分が反映された価格に見直し
を行っているため、該当する地域では
評価額が上がる可能性があります。
　家屋については、評価替えの年度に
は経過年数にともない評価の見直しが
ありますが、物価高騰により据え置か
れる場合があります。
　見直した評価額は、５月に発送する
納税通知書に同封される課税明細書で
確認いただけます。
　なお、令和 6 年度の固定資産税は、
令和 6 年１月１日現在の所有者に対
し当該年度分の固定資産税を課税する
ことになっています。
※そのほか詳しくは、５月に発送する納税
　通知書に同封の通知文書を確認ください。
▶問い合わせ先
　税務課　☎ 672-6119

固定資産の評価額を見直しました
～令和 6 年度は 3 年ごとの評価替え～

青い鳥学級生および
ボランティアの募集

市県民税（普通徴収）、
国民健康保険税も二次元コード
で納付が可能です。

４月から６月は狂犬病予防注射月間　～犬を適正に飼養しましょう～
　室内犬や猟犬であっても、生後９１日以上経過したすべて
の犬は、生涯に一度の登録と年に１回狂犬病予防注射を受け
させることが、狂犬病予防法で飼い主に義務付けられています。
　飼い犬の体調の良い日に、できるだけ動物病院で狂犬病
予防注射を受けさせてください。
　なお、市内を巡回して集合注射を予定していますので、
ご利用ください。詳しい場所や時間については、４月の隣
保回覧や市ホームページをご覧ください。

▶巡回実施日
　４月１７日㊌午前中、４月１８日㊍午前中
　５月８日㊌午前中、５月９日㊍午前中
※すでに犬の登録を行っている飼い主には、個別に通知します。
※登録手続きがまだの人は、下記まで問い合わせください。
※犬の死亡、飼い主や住所の変更など登録内容に変更が
　ある場合は必ず届け出てください。マイクロチップ情報
　登録とは別に手続きが必要です。

問い合わせ先　市民課環境推進室　☎ 672-6120

〇放し飼いをせず、散歩のときも必ずリードをつけましょう。
〇フンを持ち帰ることは、飼い主の義務です。フンはきちんと拾って必ず持ち帰りましょう。
〇万が一、ペットが迷子になった場合は、兵庫県動物愛護センター但馬支所（☎ 079-666-8071）、
　南但馬警察署（☎ 672-0110）に連絡をお願いします。
〇動物の遺棄や虐待は犯罪です。ペットの健康と安全を確保し、最期まで責任をもって飼いましょう。
〇飼い主の「もしも」の時のために、日頃から備えと大切なペットの預け先や譲渡先を決めておきましょう。

近隣に迷惑をかけないよう マナーを守って飼育しましょう
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手話通訳者を設置しています

　兵庫県は、次のとおり狩猟免許試
験を実施します。
▶免許の種類
　網猟（主に鳥類）、わな猟（獣類のみ）、
　第一種銃猟 ( 装薬銃、空気銃 )、　
　第二種銃猟 ( 空気銃 )
▶試験の日程と場所
≪１回目≫
◇申込期間
　５月13 日㊊～５月３１日㊎
◇知識 ･ 適性・技能試験日および場所
　７月６日㊏ 洲本市※わな猟のみ
　７月13 日㊏ 養父市
　７月 26 日㊎ 神戸市
　８月３日㊏ 姫路市
≪２回目≫
◇申込期間
　７月16 日㊋～８月13 日㊋
◇知識 ･ 適性 ･ 技能試験日および場所
　９月６日㊎神戸市
　９月15 日㊐姫路市
　９月 21日㊏神戸市
≪３回目≫
◇申込期間
　10 月1日㊋～10 月 25 日㊎
◇知識 ･ 適性 ･ 技能試験日および場所
　11 月 30 日㊏ 姫路市※わな猟のみ
▶問い合わせ先
　兵庫県環境部自然鳥獣共生課
　☎ 078-362-9048

　市は、聴覚障害者の皆さんが安心
して市役所を利用していただけるよ
うに、社会福祉課に手話通訳者を配
置しています。各種申請、届け出、
相談や確定申告などの手続きの際に、
手話で情報保障を行いますのでご利
用ください。
▶配置日時　
　週４日（㊊・㊋・㊌・㊎）
　９時～ 17 時
▶問い合わせ先
　社会福祉課　☎ 672-6123

　朝来市と養父市は、手話で日常会
話を行うのに必要な単語や手話表現
技術を習得し、手話奉仕員として活
動することを目的とした手話奉仕員
養成講座の入門課程を開催します。
▶開催日程
　５月 15 日から 11 月 27 日までの
　水曜日 全 21 回 19 時 30 分～ 21 時
※講座を実施しない水曜日がありま
　す。詳しくは問い合わせください。
▶場所
　和田山生涯学習センター
　（和田山町玉置 824 番地１）
▶費用　無料
　（別途テキスト代3,300円が必要）
※テキスト「手話を学ぼう手話で話
　そう」をお持ちの人は不要
▶対象者　朝来市または養父市内在
　住・在勤・在学（高校生以上）の
　人で、手話に関心のある人や手話
　の基礎を学習したい人
▶定員　20 人
　（定員になり次第締め切り）
▶申込期限　５月２日㊍まで
▶問い合わせ先
　社会福祉課　☎ 672-6123

　市は、空家の適切な管理や有効な
活用を図るため、対応可能な市内事
業者を名簿登録し、公表しました。
　登録名簿は、下記の二次元コード
を読み取り市ホームページをご覧い
ただくか、都市政策課または各支所
窓口で確認ください。
▶事業の種類
①建物の点検・管理
②樹木剪定・除草
③家財処分
④修繕・改修
⑤解体
▶その他
　事業者登録は随時募集しており、
　内容は適宜更新します。
▶問い合わせ先
　都市政策課　☎ 672-6127

　４月１日㊊から生涯学習センター
や体育施設の空き状況がインターネ
ットで確認できるようになりました。
　詳しくは、下記の二次元コードを
読み取って確認ください。また、７
月１日㊊からはオンライン予約の受
け付けを開始します。
※従来どおりの申請書受付も継続
※オンライン予約には利用者登録が
　必要となりますので、利用予定の
　皆さんは利用者登録をお願いします。
▶対象施設
　文化会館、生涯学習センター、
　体育館、グラウンド、キャンプ場

　など
▶問い合わせ先
　デジタル戦略課
　☎ 666-8115

空家等対応事業者の登録公表

手話奉仕員養成講座「入門過程」

インターネットで公共施設の
予約状況を確認できます

令和６年度
狩猟免許試験の案内

初心者狩猟講習会のご案内
　狩猟免許試験を受験される皆さんを
対象に、（一社）兵庫県猟友会が知識・
技能に関する講習会を実施する予定です。
　日時、場所については、５月上旬に
兵庫県猟友会のホームページでお知ら
せ致しますので、ご確認ください。

（一社）兵庫県猟友会
☎ 078-361-8127

広告
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兵庫県保険医協会健康情報テレホンサービス　☎ 0120-9
きゅうなきゅうようこい

79-451（４月のテーマ）【月曜】無菌性髄膜炎 
【火曜】妊娠中の服薬 【水曜】フレイル予防【木曜】胆嚢結石 【金土日】トコジラミ（南京虫）※㊗は直前の放送日のテーマを放送します。

　　
ヒメハナ公園 ウツギの館 ㊡月曜日　

（月曜日が祝日の場合はその翌日）

写真展と手芸作品展
▶主　催　川崎　義明
▶会　期　４月 11日㊍～４月 29日㊊

※開館：９時～ 17時　展示の最終日は 15時終了予定

　竹田城跡のボランティアガイドの
養成講座を開催します。
▶日時
①５月 11 日㊏、
　13 時 30 分～ 15 時 30 分
②５月 18 日㊏、
　13 時 30 分～ 15 時
③５月 25 日㊏、９時～ 14 時
④６月１日㊏、9 時～ 11 時 30 分
▶場所
　竹田地域コミュニティーセンター
　ほか
▶費用　無料
▶対象　竹田城跡のボランティアガ
　イドとして活動したい人
▶定員　30 人
▶申込方法　情報館「天空の城」に
　連絡してください。
▶申込期限　４月 25日㊍まで
▶問い合わせ先
　情報館「天空の城」☎ 674-2120

　「あさごオープンガーデン」を開
催します。市民の皆さんが手入れさ
れている庭以外にも、地域自治協議
会や小学校、こども園が寄せ植えを
制作・展示します。
※詳しくは、公式マップをご覧くだ
　さい。公式マップは、観光案内所
　や、各支所などで配布します。
▶開催日時
①５月１日㊌～６日㊊※大槻邸のみ
②５月 25 日㊏、26 日㊐
　各 10 時～ 16 時
▶問い合わせ先
　朝来支所
　☎ 677-1165

　大好評だったサイクリングイベン
トを今年も開催します。今年は、中
級・上級者向けのみとなっています。
▶日時
　５月 19日㊐、８時スタート
▶場所
　養父市大屋地域局
　（スタート・フィニッシュ）
▶内容
≪「鉱石の道」ロングライドコース≫
※鉱石の道周遊ルート（約 116km）
　養父市～朝来市をまわるコースです。
〇エイドステーション
　ルート上に４カ所のエイドステー
　ションを設置し、地元ならではの
　食べ物などを提供します。
〇走行方法
　複数名のグループに分かれ、ガイド
　ライダーが同行してスタートします。
▶費用　8,000 円
▶対象者　18歳以上
▶申込方法
　公式サイトから申し込みください。
▶申込期限
　５月７日㊋まで
▶問い合わせ先
　観光交流課
　☎ 672-4003

南但馬グリーンライド 2024
開催！定員 100 人

＼申込はコチラ／

竹田城跡ガイド養成講座開催

第 22 回
あさごオープンガーデン開催

お悔やみ申し上げます
（敬称略）

掲載対象期間　2/16～3/15届出分
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問い合わせ先　健幸づくり推進課　☎ 672-5269

　市は、各地区で子宮頸がん検診を５月から８月の間実施します。
　申込者には、４月下旬に検診日時の案内や受診票を送付しま
すので、確認ください。また、申し込みがまだで、受診を希望
する人は、早めに健幸づくり推進課まで連絡ください。
▶対象（令和７年３月31日時点の年齢）　
　和暦で偶数年生まれの20歳以上の女性

令和６年度 子宮頸がん検診を実施します

　市は、帯状疱疹の発症や重症化の防止を図り、市民の健康の
保持に寄与することを目的として、予防接種費用の一部を助成
する新たな事業を始めます。
▶助成期間　令和６年４月１日～令和７年３月 31日
▶帯状疱疹ワクチンの種類　ワクチンは、現在２つの製品（シ
　ングリックス、ビケン）があります。医師に相談してください。

▶予防接種助成対象者　下記のすべてに該当する人
①朝来市に住民登録がある人（接種および申請時点で）
②接種時点で満 50歳以上の人で接種を希望する人
③今までに帯状疱疹ワクチン接種で市の助成を受けたことのない人
④かかりつけ医が接種可能と認めた人
▶申し込みなど
　接種を希望する人は、健幸づくり推進課に連絡してください。

令和６年度
帯状疱疹予防接種費用を一部助成します

WELLNESSWELLNESS

南但休日診療所（４月・５月診療日）
診療科 診療日時 問い合わせ先

内科・小児科

▶受付時間：８時 30 分～ 11 時 30 分
　　　　　  13 時～ 16 時 南但休日診療所

（和田山町法興寺 378-1）
☎ 672-52694/7㊐、4/14㊐、4/21㊐、4/28㊐

5/5㊐、5/12㊐、5/19㊐、5/26㊐
※繁忙時には、混雑のため、すぐに対応できない場合があります。
　必ず、電話で状況を確認してからの受診をお願いします。
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▶料金
製品名 接種

回数 接種料金 市助成額

シングリックス®
（不活化ワクチン） 2回

1回あたり
20,000
 ～24,000円程度

各10,000円
（2回とも助成します）

ビケン
（生ワクチン） 1回 7,000

　～8,000円程度 3,500円

※接種料金は、医療機関により金額が違います。
※医療機関では、市助成額を引いた金額を支払います。

＼今月の一皿／
丸ごとタマネギの和風スープ

食で笑顔に！あさごニコッとキッチン

そのほかの動画や食
育まめ知識、レシピ
は市ホームページを
チェック！→

作り方
①タマネギは皮をむいて上下を切り落
　とし、根元に十字に切り込みを入
　れる。
②ベーコンは 1 センチメートル幅に切る。
③玉ねぎがだしに浸るような小鍋にか
　つおだしと薄口しょうゆ、みりんを
　入れて煮立たせ、タマネギとベーコ
　ンを入れる。
　ふたをしておよそ 20 分煮る。途中
　上下を返す。
④器に盛り、かつおぶしと刻みネギ
　を散らす。

材料
●新タマネギ・・・・・・・・２個
●ベーコン・・・・・・・・・１枚
●かつおだし・・・・・・・400ml
●薄口しょうゆ・・・・・・小さじ１
●みりん・・・・・・・・・小さじ１
●かつおぶし・・・・・・・・適量
●刻みネギ・・・・・・・・・適量

　肉・魚料理から食べ始めると、小腸からインス
リン（血糖値を下げる働きをする唯一のホルモン）
の分泌を促すホルモンが出るため、食後の高血糖
を予防できることがわかってきました。
※主食より先に野菜料理を食べる方法も、食後の
　高血糖を予防する効果があります。

～まず、おかずから食べて、
　　　　食後の高血糖を予防しよう！～

糖尿病の食事に関する情報はこちら
に掲載しています。
市ホームページ：「あなたの食習慣
を見直そう（糖尿病編）」→

おしえて！
高
血
糖
対
策

▶検診の予定
実施月日 受付時間（予定） 会場
5月21日㊋ 13時30分～15時25分 朝来市保健センター
5月28日㊋ 13時30分～15時25分 朝来市保健センター
6月6日㊍ 14時～15時25分 朝来体育館

※感染症対策のため、日時予約制となります。
※上記以外の日程は、後日お知らせします。

高齢者肺炎球菌予防接種助成対象者が
65 歳のみになりました

　令和６年度から、高齢者肺炎球菌予防接種の助成対象者が
65歳のみになりました。70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、
95 歳、100 歳の皆さんは助成の対象になりません。
　対象者には、個人通知を65歳の誕生日の次の月に案内します。
▶個人負担額　2,000 円（残りの金額を市が助成します）

≪食べ方のポイント≫
　〇肉・魚料理を食べる

　〇野菜料理を食べる

　〇おかずを食べた後で主食（ご飯など）を食べる

➡

➡

≪食事のポイント≫
①食事は主食（ご飯、パン、麺類）・主菜（肉、魚、卵、
　大豆を使ったおかず）・副菜（野菜・海藻類・き
　のこ類を使ったおかず）をそろえて、１日３回食
　べることが基本です。
※欠食をした場合、次の食後の血糖値が高くなり
　やすい。
②朝食などを欠食する習慣がある人は、そのまま
　食べられるサラダチキン・ソーセージ・肉や魚
　の缶詰などをうまく活用しましょう。

血糖値が気になる人は

血糖値が気になる人は

この食べる順番で！

この食べる順番で！
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お気軽にご相談ください。 相談日が祝日・振替休日や年末年始のときは、実施しない場合があります。

相 談 名 日　時 場　所 内　容 担 当 課（電話番号）

一
般
相
談

人権相談

4 月 11 日㊍
13:30 ～15:00

和田山生涯学習センター

人権問題に関する相談 人権推進課
☎ 672-6122

山東老人福祉センター
朝来老人保健センター

５月 9 日㊍
13:30 ～15:00

生野交流館
和田山生涯学習センター

行政相談 ４月 15 日㊊
10:00 ～11:30

市役所本庁舎 1 階相談室
官公庁の仕事の苦情や意見・要
望
または相談

市民課
☎ 672-6120

生野保健センター
山東老人福祉センター
朝来庁舎

消費生活相談 月～金曜日
9:00 ～16:30

朝来市消費生活センター
（市民課内）

悪質商法・多重債務・架空請求
などの相談

朝来市消費生活センター
☎ 672-6121
消費者ホットライン ☎ 188

出張年金相談 ６月４日㊋
10:00 ～16:00 朝来庁舎１階会議室 年金に関する全般的な相談 豊岡年金事務所

☎ 0796（22）0948

こ
こ
ろ
と
身
体

健康相談 月～金曜日
8:30 ～17:15 朝来市保健センター こころや身体の健康に関する相

談
健幸づくり推進課
☎ 672-5269

こころのケア相談 ４月 30 日㊋
14:00 ～16:00 朝来市保健センター 人間関係の悩みやストレス、

うつ病や認知症など精神疾患を
有する場合などの相談

健幸づくり推進課
☎ 672-5269

若者の
こころの相談

４月 25 日㊍
13:30 ～16:00 朝来健康福祉事務所 兵庫県朝来健康福祉事務所

☎ 672-0555
子
育
て
相
談

妊娠出産子育て
こども総合相談

月～金曜日
8:30 ～17:15 朝来市保健センター 妊娠や出産、子育てに関すること

全般

こども家庭センター
（子育て支援課）
☎ 666-8103

すこやか相談 ４月 24 日㊌
9:30 ～11:30 朝来市保健センター 身体計測、発育、栄養、歯科、

授乳、子育てなどの相談

ひ
と
り
親

家
庭
相
談

母子・父子相談
（ひとり親家庭の相談）

月～金曜日
8:30 ～17:15 朝来市保健センター 生活上の悩みなど、母子・父子

家庭の自立に向けた相談
ひとり親家庭等
特別相談

５月 18 日㊏
※予約は９日前まで

朝来市保健センター
相談室１

弁護士による無料相談
( オンライン相談１回 30 分 )

DV 相談 月～金曜日
8:30 ～17:15 朝来市保健センター 配偶者からの暴力に関する相談 子育て支援課

☎ 666-8103

フェミニストカウンセラー
による女性のなやみ相談

４月 10 日㊌
12:30 ～15:30 市役所本庁舎１階相談室

人間関係、夫婦関係、生き方な
ど女性が抱えるさまざまな悩み
の相談

人権推進課
☎ 672-6122５月８日㊌

12:30 ～15:30

身体障害者相談 ５月７日㊋
13:00 ～16:00

山東老人福祉センター
１階機能回復訓練室 身体障害に関する相談 社会福祉協議会山東地域センター

☎ 676-5215

認知症相談 月～金曜日
８:30 ～17:15 ふくし相談支援課 認知症に関する相談 ふくし相談支援課

☎ 672-6125

ひきこもり支援相談

月～金曜日
8:30 ～17:15 社会福祉課

ひきこもりに関する相談

社会福祉課
☎ 672-6123

㊊ 9:00 ～ 12:30
㊌ 9:00 ～ 12:30
㊎ 9:00 ～ 12:30
㊎ 13:30 ～ 17:00

居場所いろは
居場所いろは
☎ 080-4978-4566

【電話相談】
月～金曜日、9:00 ～17:00

㊊㊋㊍㊎㊏
11:00 ～15:00 居場所どんぐりの家 朝来どんぐりの会

☎ 668-9192
 生活保護相談
 生活困窮者の自立相談

月～金曜日
8:30 ～17:15 社会福祉課 生活保護に関する相談、収入減少

など、生活の不安に関する相談
社会福祉課
☎ 672-6123

仕
事
相
談

あさご元気産業
創生センター

月～金曜日
8:30 ～16:30

あさご元気産業創生センター
（経済振興課内） 仕事に関すること全般 あさご元気産業創生センター

☎ 672-2816

ジョブサポあさご 月～金曜日
8:30 ～16:30

ジョブサポあさご
（経済振興課内） 就職に関すること全般 ジョブサポあさご

☎ 672-2816

若者の就労相談
第２・４㊌

13:00 ～17:00
山東生涯学習センター

（山東庁舎内） 若者の就労、自立に向けた相談
労協若者サポート
ステーション豊岡
☎ 0796（34）6333随時（月 1 回程度）朝来生涯学習センター

法
律
相
談

司法書士による
無料法律相談

６月１日㊏
13:00 ～16:00

※予約は２日前 17 時まで
養父公民館 司法書士による登記・相続・多重

債務などの法律相談
兵庫県司法書士会但馬支部
☎ 0796（23）7817
※㊏㊐㊗は除く

総合法律センター
南たじま相談所

４月 25 日㊍
13:00 ～15:00 和田山老人福祉センター 弁護士による法律相談

（１回 30 分・相談料 5,500 円）
兵庫県弁護士会
☎ 078（351）1233

土地家屋調査士による
無料相談

５月 18 日㊏
13:30 ～16:00

※予約は前日 17 時まで

アイティ7 階
豊岡市民プラザ 市民活動室 B

（豊岡市大手町４－５）
土地建物登記、
土地境界に関する相談

兵庫県土地家屋調査士会
但馬支部
☎ 0796（23）3860
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145人の認知症キッズサポーターが誕生しました！145人の認知症キッズサポーターが誕生しました！

　朝来市地域包括支援センター　☎ 672-6125　生野地域包括支援センター　☎ 670-5202

　市は、市内の小学校高学年を対象に認知症キッズ
サポーター養成講座を実施しています。
　令和５年度は市内小学校の５校で、認知症キッズ
サポーター養成講座を開催しました。講座では講話
や寸劇を通して、認知症とはどんな病気なのか、家
族や本人はどんな気持ちなのか、自分たちはどのよ
うに声かけをしたらいいのかなど高齢者への接し方
を学びました。
　ワークの時間では一人一人が真剣に考えている姿
が見られ、子どもたちからは「優しく声をかけて落
ち着かせる」「一緒に散歩に出かけて気分転換する」
など、たくさんの意見が出ました。講座を受講後に、
認知症サポーターであるという証のオレンジリング
を渡しました。
　認知症サポーターは、何か特別なことをする人で
はありません。認知症についての正しい知識を持ち、
認知症の人と家族を温かく見守る応援者です。
　認知症サポーター養成講座は、５人以上集まれば
開催することができます。詳しくは下記まで問い合
わせください。

山口小学校４年生

生野小学校６年生

東河小学校5年生

生野小学校４年生

竹田小学校５年生

枚田小学校５年生

　

江
戸
時
代
、
幕
府
に
よ
る
年
貢

の
徴
収
は
時
に
苛
烈
を
極
め
ま
し

た
。
凶
作
時
で
も
収
め
る
年
貢
高

が
下
げ
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
、
い

よ
い
よ
生
活
が
で
き
な
く
な
っ
た

農
民
が
起
こ
す
、
幕
府
や
代
官
所

へ
の
決
死
の
抵
抗
を
「
百
姓
一

揆
」
と
呼
び
ま
す
。
百
姓
一
揆
と

聞
く
と
「
農
民
が
代
官
所
な
ど
を

襲
う
暴
力
行
為
」
を
思
い
浮
か
べ

ま
す
が
、
こ
の
行
為
は
「
打
ち
こ

わ
し
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
ほ
か
に

も
所
定
の
手
続
き
を
踏
ん
で
合
法

的
に
行
わ
れ
る
嘆
願
「
愁し

ゅ
う
そ訴

」、

代
官
所
で
の
手
続
き
を
飛
ば
し

て
江
戸
の
奉
行
所
等
へ
訴
え
る

「
越お

っ
そ訴
（
箱は

こ
そ訴
、
駕か

ご

そ

籠
訴
）」、
集

団
の
力
で
強
引
に
訴
訟
を
起
こ
す

「
強ご

う
そ訴

」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

山
東
町
誌
に
よ
る
と
、
元
和
７

年
（
1
6
2
1
）
か
ら
慶
応
２
年

（
1
8
6
6
）
ま
で
の
2
4
5
年

間
に
、
但
馬
で
46
件
、
そ
の
う
ち

朝
来
市
内
で
30
件
の
百
姓
一
揆
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の

中
か
ら
、
今
も
な
お
義
民
と
し
て

語
り
継
が
れ
る
松
岡
新
右
衛
門
に

よ
る
訴
訟
「
享
保
一
揆
」
を
紹
介

し
ま
す
。

　

享
保
年
間
は
全
国
的
に
大
飢
饉

が
発
生
し
、
8
代
将
軍
徳
川
吉

宗
に
よ
っ
て
、
享
保
の
改
革
が
行

わ
れ
た
時
代
で
す
。
但
馬
で
も
享

保
５
年
（
1
7
2
0
）
か
ら
数
年

間
、
ひ
ど
い
凶
作
に
悩
ま
さ
れ
、

特
に
享
保
９
年
（
1
7
2
4
）
に

は
過
去
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
の

飢き
き
ん饉
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
旧
山

東
町
の
村
々
で
は
年
貢
が
払
え

ず
、
こ
れ
以
上
は
持
ち
こ
た
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
、
楽
音
寺
村

の
代
表
で
あ
っ
た
松
岡
新
右
衛
門

は
周
辺
の
村
代
表
と
と
も
に
、
生

野
代
官
所
に
出
頭
し
て
年
貢
の
軽

減
を
嘆
願
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

時
の
代
官
飯
塚
孫
次
郎
が
江
戸
に

あ
り
不
在
と
の
こ
と
で
取
り
合
っ

て
も
ら
え
ず
、
江
戸
へ
愁
訴
に
向

第 197回

山東の義民山東の義民
　松岡 新右衛門　松岡 新右衛門
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　寒い冬、屋内にこもっていた人も多いのでは？
　運動不足は体力や全身持久力が低下し、仕事や家事、趣
味を楽しむために身体に必要となる筋力の低下を招きま
す。温かくなってきた春、健康な日々を送るためにも、運
動不足を解消し、運動を習慣化しましょう。

か
う
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。

　

江
戸
に
出
府
し
た
新
右
衛
門
で

し
た
が
、
代
官
に
も
取
り
合
っ
て

も
ら
え
ず
、
勘
定
奉
行
に
も
相
手

に
さ
れ
ず
、
何
度
も
代
官
と
奉
行

を
往
復
し
、享
保
９
年
12
月
、や
っ

と
の
思
い
で
奉
行
寄
り
合
い
に
呼

び
出
さ
れ
た
も
の
の
、
訴
状
や
書

面
の
吟
味
も
な
い
ま
ま
に
縄
を
か

け
ら
れ
牢
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
日
暮
れ
、
奉
行
か
ら

「
年
貢
に
つ
い
て
は
相
応
の
減
額

が
あ
る
か
ら
帰
国
す
る
よ
う
に
」

と
沙
汰
が
あ
り
牢
か
ら
解
放
、
帰

途
に
つ
い
た
の
で
し
た
。

　

翌
年
３
月
に
よ
う
や
く
届
い
た

本
免
状
に
は
年
貢
の
減
免
な
ど
全

く
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ど
こ

ろ
か
よ
り
厳
し
い
取
り
立
て
を
行

う
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

つ
い
に
怒
り
が
頂
点
に
達
し
た
周

辺
数
ヶ
村
の
農
民
た
ち
は
、
強
訴

に
踏
み
切
る
決
断
を
し
ま
す
。
強

訴
は
大
罪
で
あ
り
、
村
民
を
罪
人

に
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
新
右

衛
門
は
再
び
、
ひ
と
り
江
戸
へ
越

訴
に
行
く
こ
と
を
決
心
し
ま
す
。

享
保
10
年
（
1
7
2
5
）
５
月
、

目
安
箱
へ
訴
状
を
投
函
す
る
「
箱

訴
」
に
よ
っ
て
幕
府
へ
の
直
訴
を

果
た
し
ま
す
。
当
時
の
江
戸
町
奉

行
大
岡
越
前
守
忠
相
に
よ
っ
て
新

右
衛
門
の
直
訴
は
聞
き
届
け
ら

れ
、
但
馬
地
域
の
年
貢
が
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
新
右
衛

門
は
越
訴
の
罪
を
問
わ
れ
て
八
丈

島
へ
流
罪
と
な
り
ま
し
た
。
目
安

箱
に
よ
っ
て
民
の
声
を
政
治
に
反

映
す
る
こ
と
に
努
め
た
吉
宗
で
し

た
が
、
新
右
衛
門
に
よ
る
箱
訴
は

許
さ
れ
る
条
件
を
満
た
し
て
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

八
丈
島
へ
と
流
さ
れ
38
年

の
月
日
が
流
れ
た
宝
暦
12
年

（
1
7
6
2
）
8
月
、
つ
い
に
罪

が
許
さ
れ
ま
し
た
が
、
赦
免
状
が

八
丈
島
へ
届
く
1
月
前
の
9
月

に
新
右
衛
門
は
亡
く
な
っ
て
い
た

の
で
し
た
。
後
世
、
楽
音
寺
境
内

に
彼
の
遺
徳
を
称
え
た
石
碑
が
建

立
さ
れ
、
今
も
な
お
、
義
民
松
岡

新
右
衛
門
の
功
績
を
私
た
ち
に
伝

え
て
い
ま
す
。

▶問い合わせ先　文化財課　☎ 670-7330

松岡新右衛門顕彰碑（楽音寺境内）

（運動のメリット）
①自律神経を整える　②痩せやすい身体になる
③骨を丈夫にする　　④生活習慣病の予防・改善
⑤幸せホルモンが分泌され幸福感が高められる。

スポーツイベント紹介
第 37 回たたらぎダム湖マラソン大会

▶日程　6 月２日㊐
▶場所　あさご芸術の森美術館前
▶コース・参加資格
○ジョギング（2km）、5km
　どなたでも参加いただけます。
※小学生未満は保護者同伴でお願いします。
○ 10km、ハーフ…高校生以上

申し込み・詳細
はこちら！

OOPPUUSSAASSAA 通
信
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人権推進課国際交流員
ボコブザ・ローラ

ぱらりらぽん
ボコブザ・ローラの

第７話　学校の制度第７話　学校の制度

　日本では、4月に新年度が始まりますが、フランスや
アメリカでは 9月から始まります。今月は、学校制度
に関するそれぞれの違いについてご紹介します。
　フランスでは、公立小学校の 93㌫が水曜日に授業を
行いません。これはフランスならではの特徴であり、他
のヨーロッパ諸国とは異なります。また、ほとんどの生
徒は学校の給食を食べますが、一部の生徒は家に帰って
昼食をとります。健康上の理由がない限り、弁当を持参
することは禁止されています。
　一方、日本の学校では、教室の掃除が行われることや、
料理やミシンなどの家庭科授業があることが特徴です。
これらは生徒が重要な生活スキルを身につけるための取
り組みであり、フランスでも導入されると良いかと思い
ます。
　異なる国の教育制度を比
較することで、それぞれの
国の特色や価値観を理解す
ることができるので、学校
制度についてもっと知りた
いと思いました。

朝来市スポーツ推進委員会



伊
東
電
機
株
式
会
社
に
紺
綬
褒
章

褒
　
章

　
株
式
会
社
タ
ク
ミ
ナ
（
本
社
：
大
阪
市
）
か

ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
通
じ
て

１
０
０
０
万
円
の
寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
市
は
３
月
15
日
㊎
に
朝
来

市
役
所
で
感
謝
状
贈
呈
式
を
開
催
し
、
藤
岡
市

長
か
ら
山や

ま
だ田 

圭け
い
す
け祐
社
長
（
写
真
右
）
に
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
山
田
社
長
は
、「
引

き
続
き
地
域
の
皆
さ
ん
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
い
た
だ
い
た

寄
附
は
、
本
市
の
地
方
創
生
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

株
式
会
社
タ
ク
ミ
ナ
か
ら
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　
生
野
高
校
の
生
徒
が
、
１
年
間
自
転
車
通
学

で
無
事
故
・
無
違
反
を
達
成
し
た
た
め
南
但
馬

警
察
署
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
、
同
校
２
年
生
で

生
徒
会
副
会
長
の
上う

え
や
ま山 

雄ゆ
き
た
け

輝
竹
さ
ん
（
宮
内
）

と
会
計
の
太お

お
た田 

一い
ぶ
き颯

さ
ん
（
口
銀
谷
）
は
「
交

通
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
る
こ
と
を
日
々
意
識

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
い
た
の

で
改
め
て
気
を
引
き
締
め
、
引
き
続
き
安
全
運

転
を
心
が
け
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

生
野
高
校
生
が
自
転
車
通
学
で
無
事
故
・
無
違
反
達
成

但
馬
交
友
会
と
和
田
山
ほ
ろ
に
が
会
か
ら
能
登
半
島
地
震
義
援
金

　
但
馬
交
友
会
（
写
真
上
）
の
皆
さ
ん
が
２
月
26
日
㊊
に
、
和
田
山
ほ
ろ
に
が
会
（
写
真
下
）
の

皆
さ
ん
が
２
月
27
日
㊋
に
、
そ
れ
ぞ
れ
市
役
所
を
訪
れ
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
へ
の
義
援
金

を
藤
岡
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
令
和
６
年
度
能
登
半
島
地
震
兵
庫
県
義
援
金
募
集
委
員
会
を

通
じ
て
被
災
地
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。
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皆さんの周りの身近な出来事や話題をお知らせください。　　秘書広報課　☎ 672ｰ 6113

　
伊
東
電
機
株
式
会
社
（
本
社：加
西
市
）
は
、

市
が
実
施
す
る
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ

て
１
０
０
０
万
円
を
寄
附
い
た
だ
い
た
こ
と
で

紺
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
、
１
月
31
日
㊌
に
同
社

に
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
伝
達
式
で

は
、藤
岡
市
長
か
ら
伊い

と
う東 

徹て
つ
や弥
社
長
（
写
真
右
）

に
褒
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
い
た
だ
い
た
寄
附
は
、
本
市
の
地
方

創
生
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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今月の！今月の！

私にとってのASAGOiNGな人私にとってのASAGOiNGな人

子どもたちが季節を感じながら元気いっぱい
に楽しめる場所があります。自然の中で多く
のことを体験して遊びながら、大きくなって
ほしいですね。

@kaiundo.jp さん

▶問い合わせ先　総合政策課　☎ 672-6110

0606

広報朝来で紹介された写真の投稿者には、
賞品（2,000 円相当）をプレゼントします！

#asagoingをつけて、私にとっての
ASAGOiNGな人を紹介してください！

南但馬警察署と特殊詐欺の被害防止に
関する協定を締結

　3月 18日㊊、市は南但馬警察署と「特殊詐欺の被害
防止に関する協定」を締結しました。
　この協定は、高齢者を狙った特殊詐欺の被害が多発し
ている現状を踏まえ、高齢者が安心して暮らすことができ
る社会の実現を目指したものです。南但馬警察署と緊密
な連携のもと、特殊詐欺の被害に遭うおそれが比較的高
いと思われる高齢者に関する情報を共有し、被害を防止
するために必要な支援を行います。
　藤岡市長は「高齢者が安全・安心に暮らせるように、
警察と連携し見守り活動をさらに強めていきたい」と話
しました。

春の観光シーズン到来！
　2月末まで閉山していた竹田城が山開きし、3月1日㊎
に山開き式を実施しました。これに続き、３月16日㊏に夜
久野高原「朝来四季彩の丘」が開園、さらに３月17日㊐
に立雲峡で山開き式が行われるなど、市内に春の観光シー
ズンが到来しています。
　藤岡市長は「コロナ前と比べるとまだまだ市内の観光
客は少ないが、今年は多くの観光客に訪れていただきた
い」と話しました。

生野学童クラブ
生野小学校の隣に移転

　市は 2月 23日㊎、生野学童クラブの移転に伴う開所
式を開催しました。
　これまでの施設は、生野小学校から約 600㍍離れた
位置にあり、安全性などの理由から移転を求める声が上
がっていました。こういった声を受けて、移転が検討さ
れ、空き施設となっていた同校に隣接する旧生野給食セ
ンターが改修整備されました。
　この日の開所式で藤岡市長は「新しくなった学童クラブ
で子どもたちに健やかに育ってほしい」とあいさつし、保
護者とともに訪れた児童らは「天井が高い。明るくてきれ
い」と新しくなった遊戯室内ではしゃぎ回っていました。

立雲峡山開き式

夜久野高原
「朝来四季彩の丘」

竹田城山開き式



MY SWEETHEART
今年1歳～3歳になる子どもたちを紹介します。

ヒヨコと共に成長中。いつも笑
いをくれてありがとう！これから
も元気いっぱい過ごしてね！！

藤岡 新
あらた

くん（岡）

毎日喧嘩と仲直りの日々。たく
さん喧嘩もするけど、姉妹で仲
良く元気に育ってね！

太田 沙
さ き

紀ちゃん（大内） 西垣 莉
り お

桜ちゃん（宮内）

よく食べてよく遊んでよく寝て、
お友達と仲良くしてね！

写真の応募は
こちらから！

はじめましてはじめまして 掲載対象期間　2/16～3/15届出分

短篇集なので読みやすいですよ。但馬の誇る｢妖人｣も登場します。

著者はイギリスの作家、2022 年の『カーネギー賞』受賞作です。

　作家・那
な か が わ

珂川二
ふたぼう

坊が目指しているのは、尾崎紅
葉ばりの情趣深い文学だが、原稿依頼が来るのは実
録ものばかり。不本意ながらもネタ探しに出かける
と、幸か不幸か、行く先々で事件が彼を待ち受ける。
謎解きに活躍するのも彼！といきたいところだが…。

帝国妖人伝
　伊吹　亜門（小学館）

●一般／日本の小説

　オクトーバーは、父とふたり森で暮らす女の子。
学校にも行っていなければ、他の子と遊ぶことも
ない。けれど、自然の中で暮らすことは知っている。
そんな生活が父の入院で一変し、幼い自分と父を
捨て、今はロンドンに住む母と暮らすことになった。

わたしの名前はオクトーバー
　カチャ・ベーレン（評論社）

●児童 /外国のお話

和田山図書館	 ☎ 672-1700
あさご森の図書館	 ☎ 670-4710
生野支所	 ☎ 679-2240

和田山・あさごのお休み：月曜日（祝日の時は翌平日）
　　　　　　　　　　　　４月25日㊍
生野のお休み：土・日・月曜日・祝日

雑誌リサイクル市を開催します！

スペシャルおはなし会（和田山）

あさご　４月 13 日㊏～21 日㊐
和田山　①５月１１日㊏～17 日㊎
　　　　②５月 18 日㊏～24 日㊎
保存年限が過ぎた雑誌を自由にお持ち帰りいただ
けます。和田山図書館は２週に分けて行います。
期間中の休館日をご確認のうえ、お越しください。

こどもの読書週間（４月 23 日～５月 12 日）に合
わせて、いつもの館内おはなし会が豪華に変身☆

日　時　４月２７日㊏、５月４日㊏、5 月１１日㊏
※事前申し込みは不要です。

（けした）

（おび）

【お詫び】「HELLO! MY SWEETHEART」の応募フォームがシステムエラーにより、３月５日から３月１５日までの期間中、
受付終了の状態になっていました。応募を検討されていた皆さまには、ご迷惑をおかけし大変申し訳ございません。

市ホームぺージでの出生の紹介は
割愛させていただきますので、ご了承下さい。
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HELLO!



朝来市の旬な情報を SNS やスマートフォンアプリで配信してい
ます。下記、二次元コードを読み取りアクセスしてください。

市政や観光情報
を市公式ページ
で発信中！

子育て情報を発
信「あさごスマ
イルネット」

ア プ リ を ダ ウ ン
ロードすると広報
誌が届きます！

市政情報を市公
式アカウントで
発信中！

（旧 Twitter）

ていました。／先日、知人から手紙をいただき、「いつも広
報を楽しみにしています」というお言葉をいただきました。
皆さんに少しでも市内の出来事を届けたくて取り組んでいた
ことが、皆さんの楽しみになっているということを知り、と
てもうれしい気持ちになりました。私は異動しますが、後任
２人が皆さんの楽しみになるような広報を作ってくれると思
いますので、引き続き広報朝来をよろしくお願いします。

今回の異動で、秘書広報課から異動することに
なりました。広報マンとして、市内のあちこち
に足を運ばせていただき、市民の皆さんの輝い
た姿を取材することに、とてもやりがいを感じ

こ

≪今月の担当≫
上
か み む ら

村 梨
り こ

湖朝来市地域おこし協力隊
「あさこいひと」のメンバーが
毎月交代で執筆します！

　初めまして。４月から、
いくの地域で地域おこし協
力隊として配属されました
上村梨湖です。
　私は語学留学をきっかけ
に保育に興味を持ち、これ
までプリスクールや児童養
護施設で勤務してきました。

子育ての世界はとても面白くも難しく、、、日々悩みながら
学ばせていただく事ばかりでした。今後も子育て世帯のお
手伝いや、多世代交流ができればと考えています。
　さて、私の活動についてですが、いくの地域では主に地
域の皆さんのいきがい作りのお手伝いをしていきたいと考
えています。健康寿命を延ばしながら『楽しく』過ごして
ほしいという願いのもと、いろいろな取り組みを行っていき
たいと思っています。また、現在すでに行っているゲストハ
ウスのお手伝いもし、ひょうごフィールドパビリオンに向け
てさらにいくの地域の飛躍につながれば、と考えています。

他地域の協力隊とも協力しながら積極的に活動していきた
いと思います。
　スノーボードやキャンプ、珈

コーヒー

琲が好きで、朝来市でもい
ろいろな所に行ってみたいと思っていますので、おすすめ
の場所があればぜひ教えて欲しいです！たくさんお話でき
るとうれしいので、気軽に声をかけてくださいね (^^)/
　至らない点もあるかと思いますが、精一杯頑張りますの
でよろしくお願いします。

笑顔は世界共通言語！笑顔で多くの皆さんとお話ししたいと思っています！
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まち全体が幸せであるために、まず市民一人一人が幸せを実感
できることが大切です。小さなことでも自分のやりたいことが実
現できていると人は幸せを実感できます。そのうえ、誰かの役に
立てたり、困ったときに頼れる人がいれば、次なるチャレンジに向
かう勇気もわいてきます。
朝来市は、一人一人の幸せを育み、互いに響き合うことで、「人と
人がつながり 幸せが循環するまち」の実現をめざしています。

第3次朝来市総合計画（計画期間：令和４年度〜令和11年度）

まち全体が幸せであるために、まず市民一人一人が幸せを実感
できることが大切です。小さなことでも自分のやりたいことが
実現できていると人は幸せを実感できます。そのうえ、誰かの
役に立てたり、困ったときに頼れる人がいれば、次なるチャレン
ジに向かう勇気もわいてきます。
朝来市は、一人一人の幸せを育み、互いに響き合うことで、「人
と人がつながり 幸せが循環するまち」の実現をめざしています。

第3次朝来市総合計画（計画期間：令和４年度〜令和11年度）

この広報紙は、自然環境を考えて、植物インキを使用しています。

令和６年4月号　《発行》朝来市　《編集》朝来市企画総務部秘書広報課
〒669-5292　兵庫県朝来市和田山町東谷213番地1
TEL：079-672-3301（代表）　FAX：079-672-4041
URL：www.city.asago.hyogo.jp　E-mail：info@city.asago.lg.jp

朝秘広 6.4.13,000

　十倉さんは、結婚を機に朝来市に移住。

子育てに励む中、市内に友達が少なく、悩

み事を相談できる人がいなかった。いつか、

子育てママさんが集える場所を作りたいと

考えていた同時期に、義母が当時、民生児

童委員で、地域の見守り活動したいと思っ

ていたことから、自宅で、後の「たけだスマ

イル食堂」の前身である「カレー食堂」を

義母と二人で平成30年7月にスタートさせ

た。「まずは続けていくことが大切」と話す

十倉さんは、毎月１回食堂を開催している。

十
と く ら

倉 真
ま み こ

実子 さん
（旭町）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
を
休
止
し
た
が
、「
マ
マ

さ
ん
の
力
に
な
れ
る
方
法
が
ほ
か
に
も
あ
る
か

も
」
と
試
行
錯
誤
し
、
活
動
再
開
後
は
カ
レ
ー

か
ら
弁
当
を
提
供
す
る
ス
タ
イ
ル
に
変
更
。
今

で
は
、
子
育
て
マ
マ
さ
ん
が
集
う
場
所
と
し
て

の
役
割
以
外
に
も
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
高

齢
者
世
帯
に
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
域

に
住
む
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り

活
動
の
側
面
も
担
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
食

堂
を
手
伝
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
輪
も

増
え
て
お
り
、
中
に
は
利
用
者
だ
っ
た
中
学
生

も
手
伝
う
よ
う
に
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
つ

な
が
り
を
生
ん
で
い
る
。

人
が
つ
な
が
る
こ
と
で

　
　
　
　
　
幸
せ
が
つ
な
が
る

み
ん
な
の
居
場
所
に
な
れ
ば

　

あ
る
時
、
慣
れ
な
い
地
で
の
子
育
て
に
励
む

一
人
の
外
国
籍
の
マ
マ
さ
ん
が
食
堂
に
―
―
。

「
マ
マ
さ
ん
は
、
子
育
て
や
生
活
の
こ
と
で
相

談
で
き
る
相
手
が
お
ら
ず
、
不
安
を
抱
え
て
い

る
よ
う
に
感
じ
た
」
と
話
す
十
倉
さ
ん
。
結
婚

当
初
、
同
じ
境
遇
を
経
験
し
た
こ
と
か
ら
、
マ

マ
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
寄
り
添
う
よ
う
に

心
が
け
る
と
、
表
情
が
和
ら
ぎ
「
本
当
に
あ
り

が
と
う
」
と
笑
顔
を
浮
か
べ
た
。
十
倉
さ
ん
は

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
れ
、
「
で
き
る

限
り
マ
マ
さ
ん
た
ち
や
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添

い
な
が
ら
こ
の
食
堂
が
み
ん
な
の
居
場
所
に
な

れ
ば
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。
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